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【事業報告】

博物館ボランティアの役割と効果
寺内健太郎（野田市郷土博物館学芸員）

はじめに
　野田市郷土博物館・市民会館は、2007 年 4
月よりNPO法人野田文化広場が指定管理者と
して施設の管理・運営を行っている。指定管理
を行うにあたり当館を「市民のキャリアデザイ
ンの拠点」と位置づけ、①地域の文化資源を掘り
起こし、活用する博物館、②人やコミュニティ
が集い交流する博物館、③人びとの生き方や成
長を支援して、キャリアデザインをはかる博物
館、の 3つをミッションとして掲げている。
　これらを達成するためには、来館者に対する
日常的にきめ細やかなサービスが求められる。
そこで、市民会館と博物館それぞれに工夫を
行っている。市民会館では、「桐の間」として使
用してきた貸部屋を、市民や見学者が広く利用
できる「市民つどいの間」として改装した。そし
て、このなかで学芸員が業務を行うようにし
た。学芸員はカウンターで仕切っただけのオー
プンスペースで業務を行っているため、来館者
はいつでも学芸員との会話や質問が可能となっ
ている。
　一方、郷土博物館については、特別展などの
場合を除き、展示室内にはスタッフがいない状
態であった。そして、指定管理者による運営が
開始された後も、しばらくの間はこの状態が続
くこととなった。土曜・日曜・祝日の 10 時か
ら 16 時のみ、当館と連携する「むらさきの里
　野田ガイドの会」メンバー 1人が市民会館に
常駐していたものの、平日は相変わらず無人の
状態が続き、職員が博物館への来館者とコミュ
ニケーションを取ることは困難であった。この
状態を解消し、来館者サービスの向上をはかる
ために取り入れたのが博物館ボランティアであ
る。
　ボランティアは2009年に野田市に在住、ま
たは在勤する方を対象に市報で募集を行い、応
募のあった6名で活動が始まった。現在は11名
のメンバーが活動を行っている。ボランティア

の活動の様子は、毎年刊行する当館の年報でも
報告を行っている。本稿では、前半部分でこれま
での博物館ボランティアの活動内容を概観し、
後半部分でボランティア活動の成果としてボラ
ンティア日誌の整理結果を示すことで、ボラン
ティア活動が当館にどれだけ寄与しているもの
であるか考察したい。

１．ボランティアの活動内容

（１）博物館の受付
　博物館におけるボランティア活動について
は、来館者への展示解説や、教育普及活動への
出演、調査研究、資料・標本の整理というよう
に、それぞれの博物館によって様々な活動が行
われているが、一般的には「展示と見学者を結
ぶ活動」がその基本であるようだ (1)。
　これに対し、当館のボランティアは、「はじめ
に」で述べたような経緯から、博物館の受付を
行っている。開館時間である 9時～ 17時まで、
展示室内の受付（インフォメーションセンター）
に 1名が常駐している。なお、途中 13 時で交
代する。シフトはだいたい 1週間に 1～ 2回程
度になるように組まれている。
　受付の活動では、来館者を出迎え、チラシや
アンケート等を手渡してもらうことが基本とな
る。具体的には、来館者に「おはようございま
す」「こんにちは」と挨拶し、「市内からお越しで
すか？」と質問をした後、「展示はこちらからに
なります。ゆっくりご覧ください」といった、
簡単なコミュニケーションを行って来館者を出
迎え、帰り際には「どうもありがとうございま
した」と見送る。
　このように書いてしまえば簡単なことのよう
に感じられてしまうが、博物館を訪れる来館者
は様々であり、新しくメンバーが加入したとき
などには、ボランティア連絡会（後述）のなかで
受付の方法についての勉強会を実施し、ロール
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プレイングを行ったりしながら、受付スキルの
向上に努めてきた。ちなみに、受付について特
にマニュアル化し、学芸員から画一的な応対を
するように求めるようなことはしていない。あ
くまでもボランティア活動であるため、個々の
メンバーの持ち味が最大限に生かせるよう、学
芸員とボランティアがコミュニケーションを重
ねながら、方向性を定めていくように努めてい
る。
　このように、活動の柱は「受付」であって、一
般的な博物館のボランティアとして想像される
ような展示解説は、基本的には行っていない。
ただし、来館者から展示内容や野田の歴史等に
関する質問を受けることもある。そのときは、
その場で分かる内容であればボランティア自ら
が答えるが、分からない場合は学芸員を呼び出
すことになっている。「学芸員を呼びますよ」と
言われると遠慮してしまう来館者もいるようだ
が、ボランティアの方から積極的に「時間に余
裕があれば、ぜひどうぞ」などと会話をしなが
ら、学芸員が到着するまでの間を持たせてくれ
ていることも多いようだ。なお、ボランティア
のなかには、積極的に野田の歴史について勉強
し、来館者からの質問に答えてくれるメンバー
もいる。
　詳しくは後半部分で述べるが、来館者とボラ
ンティアの間では様々なコミュニケーションが
行われている。来館者からは、展示に関する質
問だけではなく、近隣の飲食店や名物のお土産
情報など、様々な質問が寄せられる。ときには、
来館者との世間話に花が咲くこともあるようだ。
　ボランティアが展示解説を行っている博物館
は多く存在するだろう。しかし、来館者がボラ
ンティアに対して質問をしても、ボランティア
がその質問に答えられなければ、来館者の疑問
を解消することが出来ない。一方、当館では、
ボランティアを介し、来館者に対して学芸員が
直接質問に答える等の対応を行っている。勿
論、その場で来館者の疑問が全て解決できると
は限らないが、学芸員と何らかのやり取りをす
ることで、多少なりとも満足感を得られるので
はないだろうか。
　このように、当館のボランティアは、「展示と

見学者を結ぶ」のではなく、「来館者と学芸員の
橋渡し」としての役割を担っている点が大きな
特徴となっている。

（２）ボランティア連絡会
　ボランティア連絡会（以下、連絡会）は、ボラ
ンティア全員と館長、担当学芸員が出席する会
議で、毎月必ず実施している。連絡会では、受
付シフトの確認や、連絡事項の伝達、ボラン
ティア同士の意見交換などが、13 時 30 分～
15 時までの 1時間半にわたって行われる。時
間的に短くはない連絡会だが、毎回ほぼ全ての
ボランティアが出席している。展示替え直後の
連絡会では、学芸員が展示解説を行うこととし
ているが、ボランティア同士の意見交換につい
ては、特にしっかりと時間を取って行うように
している。これは、受付を行ったなかで起こっ
た出来事などを報告したり、それについて意見
を述べ合ったりするもので、普段は 1人で受付
を行うボランティアにとって、他のメンバーに
受付での応対方法を聞いたりするなど、情報を
共有することで、全員が一緒にスキルアップを
図る場となっている。

（３）ボランティア館外研修
　ボランティア館外研修（以下、館外研修）は、
他館のボランティアの活動事例を学び、自分た
ちの活動に活かしていくことを目的に、学芸員
が引率し、年に１回実施している。これまでに
浦安市郷土博物館（2009 年）、松戸市戸定歴史
館（2010 年）、千葉県立中央博物館と千葉市科
学館（2012 年）、江戸東京博物館（2013 年）、
足立区立郷土博物館（2014 年）、墨田区立すみ
だ郷土文化資料館（2015 年）等の施設を訪問し、
ボランティア活動の視察や意見交換等を行って
きた。

２．ボランティア日誌とその整理

（１）ボランティア日誌
　これまで、ボランティアの活動内容について
述べてきたが、博物館内の様子について学芸員
が知ることが可能であるのは、ボランティア日
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誌（以下、日誌）の存在に依るところがとても大
きい。この日誌は、活動が始まった 2009 年 9
月 14 日より、ボランティアが受付を担当する
ときに必ず記入をしてもらっているものであ
る。学芸員が管理し、ボランティアの来館時に
名札とともに渡している。
　書式としては、A4 縦の用紙の表面に【来館
者、館内の様子など】欄、裏面に【来館者からの
指摘質問など】・【質問に対する答え】・【その他、
申し送り事項】欄があるもので、来館者とのコ
ミュニケーションで得た情報などが記入される
（110 ページを参照）。表面の【来館者、館内の
様子など】欄には、時間・人数・性別・年齢・
その他の項目があるが、それぞれの項目につい
て来館者へ杓子定規に尋ねているわけではな
く、特に年齢などは大まかな記録となってい
る。前述した受付方法についての勉強会におい
ても、「日記に記録すること自体が目的化して、
来館者を観察しすぎたり、質問をしすぎたりし
ていないか？」という点を取り上げるなど、来
館者に気持ち良く展示を観て頂けるように配慮
しながら記録を行っている。
　裏面の【来館者からの指摘質問など】には、来
館者とボランティアのコミュニケーションの様
子が書いてあることが多い。館内にはアンケー
ト回収ボックスを設置してはいるものの、積極
的にアンケートに記入する来館者は、どうして
も限られてしまう。しかしながら、アンケート
を記入しなかった来館者であっても、帰り際に
ボランティアと交流することで、観覧した展示
や博物館に関する率直な感想を口にしてくれる
のである。このような来館者とボランティアの
交流の記録として、この日誌は重要である。
　普段、市民会館の市民つどいの間にて業務を
行っている学芸員にとって、この日誌は博物館
の様子を知るための貴重な存在となっている。
裏面の部分には、ボランティアから学芸員への
コメントが記入されるが、自分が活動に来てい
ない日に博物館でどんなことがあったのか、そ
の様子を知る手段として、ボランティアメン
バーにとっても重要なものとなっている。

（２）日誌の書式の変更
　活動開始直後は、A4 版片面 1枚の紙で、日
付や担当者名【来館者、館内の様子など】【来館
者からの指摘質問など】【質問に対する答え】【そ
の他、申し送り事項】といった記述欄がある書
式であったが、2011 年 1 月から書式が変更さ
れて、現在のものとなっている。
　これについては、2010 年 10 月に実施した
連絡会で学芸員から新しい日誌の書式案を提示
し、それを参考にしながら、ボランティア自身
が改良を行った、という経緯がある。大きな変
更点は次の 2つである。1つ目は、A4 版両面
とし、裏面部分に【来館者からの指摘質問など】
【質問に対する答え】【その他、申し送り事項】を
配置することで、それぞれの記述欄のスペース
が大きくなった点である。2つ目は、表面の【来
館者・館内の様子など】欄を増やした点である。
　活動開始直後の日誌における【来館者、館内
の様子など】欄は、記録がしやすいように行を
区分する罫線があるだけで、内容については自
由に記入することが可能であり、それぞれのボ
ランティアが工夫をしながら記入を行ってきて
いた。そのようななかで、活動回数を重ねてい
くにつれて、記入項目に統一性が見られるよう
になっていく。そして、2010 年 3 月頃には、
どのボランティアの記入項目も大体同じような
ものになっている。日誌の記入事項については
学芸員からも何等かのアドバイスはあったであ
ろうが、記入のバラつきは徐々に整っていって
おり、ボランティア同士で、【来館者、館内の様
子など】欄の記入項目について合意形成を進め
ながら記入項目が統一されていった様子が分か
る。
　このことは、ボランティアと学芸員との関係
を端的に表していると言える。当館では、ボラ
ンティアを受け入れた当初から、学芸員はボラ
ンティアのサポート役として、活動の方向性を
示しつつも、個々のメンバーの意見に耳を傾け
ながら、ボランティアにとってより良い方法を
模索してきたのである。

（３）日誌の整理
　前述の通り、この日誌には、ボランティアと
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来館者とのコミュニケーションの記録が詰まっ
ているわけだが、当館では、この記録の整理作
業をボランティア自身が行ってきた。これは、
日誌の整理を行うことで、ボランティア自身が
受付での来館者とのコミュニケーションの様子
を振り返り、今後の受付に活かしてもらうとと
もに、整理を通して自分たちの活動の意義を再
確認してもらうことを目的としている。
　日誌の整理作業は、一つの展示会ごとに、来
館者から得たコメントを〈好意的なコメント〉〈疑
問・質問〉〈指摘・要望〉に区分した上で、これを
抜き出してもらう、というものだ。〈好意的なコ
メント〉は展示や博物館について来館者に褒め
ていただいたもの、〈疑問・質問〉には、ボラン
ティアが来館者から受けた質問、〈指摘・要望〉は、
クレーム等の博物館にとって改善すべきものが
含まれる。
　その結果を表にまとめたのが 111 ページか
ら 125 ページまでの「来館者の声～博物館ボラ
ンティア日誌より～」である。
　これを見ると、ボランティアが来館者との間
で、毎回、様々なコミュニケーションが行われて
いる様子が分かる。以下に、簡単にではあるが、
それぞれのコメントについての分析を試みる。
　〈好意的なコメント〉については、大まかに、
①来館の動機、②展示の感想、③博物館・市民会
館の建物についての感想、④野田のまちに対す
る感想、のように分類することが出来るだろ
う。2014 年度を例にすれば、①は「押絵を見に
きた。毎年楽しみにしている」（生活文化展）、②
は「今年は例年よりスッキリした展示でよい」
（生活文化展）や「野田に漫画家がいたなん
て！！」（特別展）、③は「博物館・市民会館に来
るととてもいやされます」（文化活動報告展）や
「庭がすばらしい」（文化活動報告展）、「仕事帰
り、ぶらりと入ったがなかなかよい博物館」（特
別展）、④は「野田の街は歴史があっていい」（生
活文化展）、「野田は見るところがたくさんあっ
てよい」（文化活動報告展）等が当てはまる。
　〈疑問・質問〉については、ボランティア自身
が返答したり学芸員に聞いた上で解決すること
が出来たものを、〈疑問・質問→解決〉として分
けている。これについては、例えば、開催中の

展示に関する質問以外に、近隣の市内の見どこ
ろや食事施設、お土産品についての質問が見受
けられる。ボランティアが受けた質問について
ボランティア自身が回答をしているものもある
が、学芸員が応対した上で回答を行っているも
のもある。ボランティアが受付を行っているか
らと言って学芸員が展示室にまったく顔を出さ
ないのではなく、適宜、学芸員を呼び出しても
らっている点は当館の特徴であろう。
　また、「古いタイプライターを引き取ってくれ
る？」（2014 年度生活文化展）などのような、資
料の寄贈に関する問い合わせも、まずはボラン
ティアに寄せられていることが分かる。
　〈指摘・要望〉は、当館の弱点であり、改善す
るべき点である。まず、どの展示においても見
られるのは、博物館の場所が分かりにくい、道
に迷った、という類のものである。これについ
ては当館のみで解決できる問題ではないが、少
しでも来館者の利便性が高まればと、東武野田
線（東武アーバンパークライン）野田市駅構内の
駅員窓口内に当館のパンフレットを置いてもら
う等の対策を行っている。なお、「自販機はない
のですか？庭に茶店があるといい」（2012 年度
市民アート展）というコメントがあるが、これ
は、2013 年に市民会館の正門脇に自動販売機
と休憩用のベンチを設置するという形で改善し
ている。
　他にも、展示に関するものとして、「少しむず
かしい」（2012 年度生活文化展）、「表示がまち
がっている」（2013 年度文化活動報告展）、「説明
文が見えにくい」（2014 年度生活文化展）という
指摘を受けたり、展示以外のイベントに対する
ものとして、展示室内で開催したコンサートに
ついて後日、「後ろの席の方は演奏者が良く見え
ないので改善して欲しい」（2013 年生活文化展）
というような指摘を受けている。これらの点に
ついても、すぐに改善が可能なものについては
改善を行い、すぐに行うことが出来ないものに
ついては次回からの展示等の企画に活かしてい
くようにしている。
　なお、2013 年度の生活文化展で回収したア
ンケートのうち、展示について「悪かった」と書
かれたものは 3件あったが、いずれも自由記述
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欄は記入されておらず白紙の状態であった。も
し、博物館が無人の状態で運営されていて、来
館者からの意見をアンケートからの回収にのみ
頼っていたならば、これらの意見が届くことは
なかったであろう。しかし、ボランティアが受
付に常駐していることによって、アンケートの
みでは拾うことの出来ない来館者の生の声を、
博物館の運営に活かすことが出来るのである。
もちろん、これは〈好意的なコメント〉について
も当てはまる。この点は、ボランティアが博物
館に常駐することの最も大きなメリットなので
はないだろうか。

おわりに
　このように、当館では、指定管理者による博
物館・市民会館の運営を機に、ボランティアを
受け入れることによって、展示室の有人化を
行ってきた。博物館の「受付」を担う、という博
物館のボランティアとしてはめずらしい活動を
行っている当館であるが、本稿で報告を行った
ボランティア日誌整理の結果を見ることで、ボ
ランティアが来館者との間で様々なコミュニ
ケーションを行ってきたのかを知ることが出来
る。ただし、この整理では、来館者との会話に
ついて 4つの項目に分ける、という方法を採
用しているため、これに該当しないような記述
ももちろん存在する。日誌整理で取り上げた対
象となったものだけが、当館にとって役立つ記
録なのだということではない。ボランティアが
記入する日誌の一言一言が、当館にとっての財
産となっている。当館にとってのボランティア
日誌とは、単なるボランティアの活動記録では
なく、ボランティアと学芸員、そしてボラン
ティアのメンバーをつなぐための「かけ橋」であ
り、「交換日誌」でもある。
　本稿で、ボランティアの活動を振り返り、ボ
ランティア日誌の整理を掲出したことによっ
て、来館者を出迎え、見送るという博物館の
「顔」として活動を行っているボランティアが、
当館にとって大変価値のある存在であることを
示すことが出来たのではないかと考える。今後
も、当館が「市民のキャリアデザインの拠点」と
して機能を果たしていくため、学芸員とボラン

ティアがコミュニケーションを密に取りなが
ら、ボランティアの活動を支えていきたい。

石川昇「市民とともに創る博物館-なぜ、ボランティ
ア制度を導入するのか -」（『博物館研究』Vol.40 
No.5(No.444)、2005 年 5月）。

註
(1)
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日
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の
書
式
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疑 問 ・ 質 問 ↓ 解 決好 意 的 な コ メ ン ト

市
民
公
募
展『

思
い
出
の
モ
ノ
語
り
』

多
く
の
方
か
ら
お
ほ
め
の
言
葉
頂
き
ま
し
た

家
族
連
れ
が
多
く
、
小
さ
な
子
供
も
楽
し
ん
で
い
た

野
田
に
来
た
く
て
わ
ざ
わ
ざ
来
ま
し
た

良
か
っ
た
か
ら
改
め
て
友
人
と
来
館
。良

い
企
画

新
聞
を
見
て
来
た
。な

つ
か
し
く
と
て
も
良
い

話
が
は
ず
む

写
真
撮
映
の
許
可
？

茂
木
佐
公
園
の
お
祭
り
は
い
つ
か
？

館
長
、
学
芸
員
の
方
へ
の
連
絡
の
レ
ベ
ル
？

書
は
本
物
か
？

ビ
ー
ル
工
場
の
よ
う
に
醤
油
の
製
造
工
程
を

コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
良
い

場
所
を
聞
い
て
も
知
ら
な
い
人
が
多
い

街
の
中
で
場
所
を
尋
ね
て

3人
目
で
や
っ
と
判
明

土
人
形
の
お
ヒ
ナ
様
の
展
示
を
し
て
ほ
し
い

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展『

ま
ち
な
み
提
案
　
文
化
の
駅
・
野
田
～
ま
ち
へ

の
想
い
を
形
に
～
』

梅
郷
地
区
の
情
報
マ
ッ
プ
作
り
の
参
考
に
な
る

商
店
街
が
明
る
い
感
じ
で
し
た

市
民
会
館
、
博
物
館
す
ば
ら
し
い

近
く
に
こ
ん
な
い
い
博
物
館
が
あ
る
と
は

野
田
は
柏
よ
り
落
ち
着
い
て
い
て
良
い

玄
関
の
花
の
名
前
を
聞
か
れ
た

街
の
建
物
を
ベ
ン
ガ
ラ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

御
用
蔵
の
見
学
は
出
来
な
い
の
か

?

建
物

(須
賀
神
社・

稲
荷
堂

)の
説
明
し
て
ほ
し
い

全
域
写
真
の
建
物
に
つ
い
て
の
質
問

津
久
舞
と
は
？

茂
木
一
族
に
つ
い
て
説
明
を

博
物
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

茂
木
佐
公
園
は
い
つ
で
き
た
か
。市

民
会
館
は
泊
れ
る
？

当
時
野
田
に
小
学
校
は
何
校
？

市
内
に
す
て
き
な
カ
フ
ェ
が
あ
る
と
良
い
で
す

し
ょ
う
ゆ
と
茂
木
一
族
に
つ
い
て

市
民
会
館
も
案
内
説
明
し
て
ほ
し
い

航
空
写
真
に
主
要
な
建
物
の
名
称
を
入
れ
て
あ
れ
ば
わ
か
り
や
す
く
見
ら

れ
る

野
田
市
駅
前
が
寂
し
い
。観

光
案
内
板

醤
油
樽
を
展
示
し
た
り

PR
し
て
欲
し
い

作
品
の
絵
が
下
に
飾
っ
て
見
づ
ら
い
の
で
上
げ
て
欲
し
い

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
時
の
鉛
筆
が
う
す
い

文
化
の
駅
･野

田
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
意
味
が
ピ
ン
と
こ
な
い

月
曜
が
休
館
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

商
店
街
が
休
み
で
残
念

標
識
が
な
く
や
っ
と
来
た

市
民
会
館
の
場
所
を
市
民
に
聞
い
て
も
知
ら
な
い

野
田
の
街
が
さ
び
れ
て
い
て
残
念

ま
め
ち
ゃ
り
を
野
田
の
駅
に
も
置
い
て
ほ
し
い

英
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
欲
し
い

特
別
展『

建
築
家
山
田
守
と
野
田
市
郷
土
博
物
館
』

大
変
良
か
っ
た
。来

て
良
か
っ
た

山
田
守
の
自
宅
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

「
つ
た
」と

い
う
店
は
ど
こ
？

山
田
守
の
自
宅
と
、
お
店
は
ど
こ
で
す
か
。撮

影
で
き
る
か
。

2F
の
焼
き
物
と
仏
像
の
質
問

耐
震
設
計
が
出
来
て
い
る
建
物
で
す
か

?
ど
こ
が
校
倉
造
り
な
の
か

写
真
撮
影
し
て
い
い
か

中
央
小
正
門
入
る
と
参
道
が
あ
る
。な

ぜ
？

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
入
社
時
に
そ
ろ
ば
ん
必
須
だ
っ
た
。今

も
？

M
OM

OA
の
横
の
大
き
な
敷
地
は
ど
な
た
の
？

2F
の
と
っ
く
り
の
値
段
は
？

老
眼
鏡
が
あ
る
と
良
い

す
ず
め
蜂
が
飛
ん
で
い
る

疑 問 ・ 質 問 指 摘 ・ 要 望

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
09

年
度

※
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、
20
09

年
度
特
別
展
か
ら
開
始
。
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疑 問 ・ 質 問 ↓ 解 決好 意 的 な コ メ ン ト

企
画
展『
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
 パ
ー

ト
３
』

ゆ
っ
く
り
再
度
見
学
し
た
い

定
年
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
。
こ
こ
に
来
て
勇
気

が
出
た

こ
の
博
物
館
を
知
っ
て
良
か
っ
た

企
業
の
社
誌
の
編
集
を
し
て
い
る
人
。常
設
展
良
か
っ
た

ス
イ
ス
か
ら
、
学
芸
員
の
通
訳
が
良
か
っ
た

野
田
生
ま
れ
な
の
に
野
田
を
知
ら
な
い
、
来
て
良
か
っ
た

マ
ッ
プ
を
喜
ん
で
い
た

館
内
が
き
れ
い
で
入
り
に
く
か
っ
た
様
で
、
土
足
で
よ
い

か
？
以
前
と
館
内
の
印
象
が
変
わ
っ
た

柏
か
ら
の
来
館
者
よ
り
食
べ
る
所
の
質
問

山
中
直
治
に
つ
い
て
知
り
た
い

外
国
人
の
説
明
？

企
画
展『
関
根
金
次
郎
と
渡
辺
東
一
～
将
棋
界
を
支
え
た

二
棋
士
の
生
涯
～
』

80
代
男
性
、
想
像
以
上
に
良
か
っ
た
と
連
発

関
根
金
次
郎
の
寺
が
ど
こ
か

名
人
戦
で
使
用
す
る
将
棋
盤
は
？

名
人
戦
で
使
用
す
る
駒
は
？

名
人
戦
で
使
用
の
棋
譜
が
知
り
た
い

写
真
撮
映
に
つ
い
て
、
許
可
を
求
め
ら
れ
た

庭
で
お
弁
当
を
食
べ
て
い
い
で
す
か

館
内
は
靴
を
脱
ぐ
の
で
す
か

館
内
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
い
で
す
か

館
に
入
る
の
は
、
土
足
で
よ
い
の
か

将
棋
盤
の
所
有
者
は
だ
れ
で
す
か

疑 問 ・ 質 問

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
10
年
度

特
別
展『
利
根
運
河
三
十
六
景
～
運
河
を
め
ぐ
る
、
ひ
と・

も
の・
こ
と
～
』

三
十
六
景
の
図
録
は
70
0円
に
し
て
は
立
派
、
見
や
す
い

博
物
館
は
魅
力
が
あ
る
の
で
人
が
集
ま
る

市
民
会
館
は
す
ば
ら
し
い

両
川
の
水
位
に
つ
い
て
質
問

八
十
八
ヶ
所
の
パ
ン
フ
な
い
か

運
河
の
管
理
者
誰
？

博
物
館
の
設
立
特
徴
を
問
わ
れ
た

両
側
の
大
河
の
出
発
点
の
質
問
あ
り

野
田
の
醤
油
発
展
の
理
由

運
河
は
な
ぜ
作
ら
れ
た
か

足
が
不
自
由
な
方
の
要
望
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
だ

運
河
沿
い
の
桜
に
つ
い
て
質
問

市
民
会
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
欲
し
い

市
民
公
募
展『
わ
が
家
の
お
ひ
な
さ
ま
』

静
か
で
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
て
良
い

良
き
も
の
を
集
め
ま
し
た
ね
と
、
ほ
っ
こ
り
し
た
と

BG
M
が
よ
い

大
変
楽
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と

な
つ
か
し
く
て
楽
し
か
っ
た
と
の
こ
と

庭
に
梅
の
花
が
と
て
も
良
い
と

め
ず
ら
し
い
と
感
心

市
民
会
館
も
博
物
館
も
す
ば
ら
し
い
の
に
無
料
と
は

庭
の
梅
が
き
れ
い
で
す
ね

大
変
す
ば
ら
し
い
人
形
が
集
ま
り
ま
し
た
ね

初
め
て
博
物
館
に
来
て
2F
も
よ
か
っ
た

車
椅
子
年
寄・
団
体
喜
ん
で
い
た

大
喜
び
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た

雨
に
ぬ
れ
た
紅
梅
も
又
す
ば
ら
し
い

良
い
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

と
て
も
す
ば
ら
し
い
と

と
て
も
暖
か
な
気
持
で
帰
れ
ま
す
と

写
真
撮
影
は
可
か

野
田
に
も
詳
し
い
地
図
が
あ
る
と
い
い
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指 摘 ・ 要 望

企
画
展『
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
 パ
ー

ト
３
』

ナ
ビ
に
入
ら
ず
探
し
た

英
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ほ
し
い

企
画
展『
関
根
金
次
郎
と
渡
辺
東
一
～
将
棋
界
を
支
え
た

二
棋
士
の
生
涯
～
』

将
棋
を
指
さ
な
い
人
が
説
明
し
て
い
る
の
？

囲
碁
盤
の
裏
に
音
の
響
く
工
夫
が
あ
る
の
か

博
物
館
へ
の
案
内
板
が
な
い

名
人
戦
ポ
ス
タ
ー
に
年
(西
暦
)が
な
い
。
月
･日
は
あ
る

が 博
物
館
内
が
暗
い

盤
と
駒
が
離
れ
て
展
示
し
て
あ
り
説
明
に
無
理
あ
り

2階
展
示
は
雑
然
と
し
て
い
る
。
展
示
品
の
説
明
が
な
い

展
示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
に
頭
を
ぶ
つ
け
た

展
示
順
路
指
示
が
な
い

天
井
の
電
球
が
切
れ
て
い
た

博
物
館
の
道
順
が
分
か
ら
な
い

館
内
に
BG
M
を
流
し
た
ら
ど
う
か

上
花
輪
歴
史
館
の
情
報
が
ほ
し
い

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
10
年
度
（
続
き
）

特
別
展『
利
根
運
河
三
十
六
景
～
運
河
を
め
ぐ
る
、
ひ
と・

も
の・
こ
と
～
』

航
空
写
真
に
詳
し
い
説
明
書
き
が
ほ
し
い

運
河
に
船
で
も
走
ら
せ
て
野
田
の
PR
を
し
た
ら

運
河
の
有
効
利
用
を
も
っ
と
行
政
に
働
き
か
け
て

野
田
市
は
も
っ
と
観
光
に
力
を
入
れ
て

展
示
室
が
少
し
暗
い

館
内
に
時
計
を
設
置
し
て
ほ
し
い

博
物
館
の
場
所
が
わ
か
り
に
く
い

博
物
館
の
今
後
の
展
示
予
定
が
わ
か
ら
な
い

博
物
館
へ
の
案
内
板
が
な
い

館
内
に
時
計
を
お
い
て
ほ
し
い

案
内
板
が
な
く
ど
っ
ち
へ
行
け
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地
図
が
わ
か
り
に
く
く
、
来
館
が
大
変

以
前
の「
日
本
刀
｣企
画
展
の
リ
ク
エ
ス
ト
あ
り

流
山
博
物
館
チ
ラ
シ・
市
内
散
策
地
図
チ
ラ
シ
の
補
充
を

市
民
公
募
展『
わ
が
家
の
お
ひ
な
さ
ま
』

館
内
が
寒
い

足
が
悪
く
手
す
り
が
な
い

（
親
子
づ
れ
、
お
子
様
が
）暗
い
の
が
い
や
だ

案
内
板
が
不
足
。
わ
か
り
に
く
い
。
バ
ス
の
時
間
表
が
ほ

し
い
場
所
が
良
わ
か
り
ま
せ
ん

駅
か
ら
や
っ
と
来
た
。わ
か
り
に
く
い

有
職
び
な
の
大
き
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
と
指
摘

2階
に
上
る
の
に
手
す
り
を
つ
け
て
下
さ
れ
ば
有
難
い

疑 問 ・ 質 問

（ 続 き ）
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疑 問 ・ 質 問 ↓ 解 決好 意 的 な コ メ ン ト

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
小
さ
な
ポ
ケ
ッ
ト
に
つ
め
た
大

き
な
夢
～
野
中
健
一
さ
ん
の
宝
モ
ノ
～
」

入
場
料
無
料
あ
り
が
た
い

古
い
野
田
の
街
に
驚
い
た
り
恋
心
を
し
た
り
し
た

（
出
展
者
の
説
明
に
）お
ど
ろ
き
の
連
続
で
し
た

入
館
料
が
無
料
と
い
う
の
が
あ
り
が
た
い

と
て
も
良
か
っ
た

な
つ
か
し
い

25
年
前
に
食
べ
た
中
華
が
忘
れ
ら
れ
ず
来
た
。
博
物
館
に

来
て
良
か
っ
た
と

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

パ
ー
ト
4」

（
入
館
さ
れ
る
方
が
口
々
に
）
涼
し
く
て
う
れ
し
い

勉
強
に
な
っ
た

オ
ル
ゴ
ー
ル
、
録
音
で
も
充
分

ま
た
野
田
に
ゆ
っ
く
り
来
た
い

昔
の
展
示
が
な
つ
か
し
い

博
物
館
に
来
て
良
か
っ
た

面
白
か
っ
た

オ
ル
ゴ
ー
ル
大
人
気

博
物
館
、
市
民
会
館
、
庭
と
三
拍
子
そ
ろ
っ
て
す
ば
ら
し

い 企
画
展
が
す
ば
ら
し
く
た
び
た
び
来
て
い
る

楽
し
か
っ
た

オ
ル
ゴ
ー
ル
、
音
色
が
好
評

野
田
散
策
マ
ッ
プ
が
役
立
っ
た

す
ば
ら
し
い
庭

オ
ル
ゴ
ー
ル
す
ば
ら
し
い

オ
ル
ゴ
ー
ル
大
変
美
し
い
音
色

オ
ル
ゴ
ー
ル
気
に
入
っ
た

受
付
,大
変
勉
強
家

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
11
年
度

特
別
展「
野
田
の
煎
餅
～
醤
油
の
町
の
名
物
～
」

野
田
市
の
こ
と
を
勉
強
し
た
く
て
来
た

お
せ
ん
べ
い
が
大
好
き

子
供
の
頃
来
た
こ
と
が
あ
り
、
な
つ
か
し
い

奥
さ
ん
が
な
つ
か
し
が
っ
て
見
に
き
た

野
田
の
せ
ん
べ
い
は
そ
れ
ぞ
れ
旨
味
が
ち
が
う

知
人
の
話
を
き
き
、
せ
ん
べ
い
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た

テ
レ
ビ
を
観
て
お
も
し
ろ
そ
う
な
の
で
来
館

（
野
田
の
歴
史
に
興
味
）
良
い
ま
ち
で
す
ね

せ
ん
べ
い
の「
生
地
」
に
感
心

す
ば
ら
し
い
町
な
の
で
友
人
を
つ
れ
て
来
た
い

ビ
デ
オ
は
製
造
工
程
が
わ
か
っ
て
よ
い

帰
り
に
お
煎
餅
屋
さ
ん
に
寄
り
ま
す

野
田
は
良
い
町
な
の
で
来
た

と
て
も
す
ば
ら
し
い
企
画
、
展
示

た
い
へ
ん
良
い
展
示

料
亭
愛
宕
の
紹
介
で
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い

ガ
イ
ド
の
会
に
大
変
世
話
に
な
っ
た

せ
ん
べ
い
を
食
べ
比
べ
し
た
い

次
回
ち
ら
し
に
あ
る
お
茶
席
に
来
た
い

野
田
の
11
軒
の
店
を
知
っ
て
い
る
し
大
好
き
だ

組
合
に
入
っ
て
い
な
い
店
も
あ
り
バ
ラ
バ
ラ
が
良
い

（
せ
ん
べ
い
店
ご
主
人
よ
り
）
売
上
が
増
え
て
い
る

（
せ
ん
べ
い
を
買
っ
て
）
皆
さ
ん
に
も
お
教
え
す
る

男
性
が
よ
く
説
明
し
て
く
れ
た

（
ご
夫
婦
）
こ
れ
か
ら
喜
八
堂
へ
行
き
ま
す

図
録
が
と
て
も
良
く
で
き
て
い
る
。
楽
し
か
っ
た

「
和
菓
子
の
歴
史
と
…
」
講
演
会
と
て
も
良
か
っ
た

市
民
会
館
に
感
動

1枚
で
も
せ
ん
べ
い
！
の
ジ
ョ
ー
ク

つ
ど
い
の
間
で
本
を
よ
み
た
い

市
民
公
募
展「
集
ま
れ
！
ワ
ク
ワ
ク
み
ん
な
の
お
も
ち
ゃ

～
遊
び
の
い
ま
む
か
し
～
」

ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
感
激

（
ご
家
族
で
）す
ご
い
す
ご
い（
と
大
喜
び
）

博
物
館
の
催
物
は
大
好
き

次
に
娘
や
孫
を
連
れ
て
来
た
い

（
お
友
達
と
一
緒
で
）良
い
所
で
す
ね
。（
お
手
玉
二
人
で
楽

し
そ
う
に
）子
供
の
頃
は
も
っ
と
出
来
た
の
に

（
親
子
3人
が
来
て
喜
ん
で
遊
ん
で
行
き
）楽
し
か
っ
た
で

す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

人
形
は
す
ば
ら
し
い

山
中
直
治
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
変
良
か
っ
た

丸
メ
ン
コ
や
手
作
り
の
木
製
お
も
ち
ゃ
等
な
つ
か
し
く
見

せ
て
も
ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
お
父
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
）楽
し
そ
う
ま
た
来
る

お
ひ
な
様
は
す
ば
ら
し
い
。ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
な
つ
か
し
い

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
か
ら
の
帰
り
道
に
立
ち
寄
っ
た
。

な
つ
か
し
い

か
る
た
を
し
た
い（
と
い
っ
た
の
で
読
み
手
に
な
っ
て
あ

げ
ま
し
た
）

（
ご
夫
婦
）2
Ｆ
の
展
示
に
大
変
興
味
あ
り

な
つ
か
し
い
お
も
ち
ゃ
で
す
ね

も
っ
と
市
内
を
知
り
た
い
。ま
ず
地
図
を
持
っ
て
帰
る

野
田
に
興
味
が
あ
っ
て

門
の
風
よ
け
を
見
に
来
て
立
ち
寄
る

野
田
の
歴
史
が
わ
か
り
き
て
よ
か
っ
た
。
博
物
館
め
ぐ
り

の
最
中
。博
物
館
の
チ
ラ
シ
が
ほ
し
い

こ
の
企
画
展
2度
目
来
館
。
お
雛
さ
ま
も
う
一
度
見
た

か
っ
た

2度
目
の
来
館
。展
示
品
が
若
干
入
替
っ
た
と
聞
い
て
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指 摘 ・ 要 望

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
小
さ
な
ポ
ケ
ッ
ト
に
つ
め
た
大

き
な
夢
～
野
中
健
一
さ
ん
の
宝
モ
ノ
～
」

2回
目
だ
が
、
博
物
館
の
近
く
ま
で
き
て
道
に
迷
っ
た

道
に
迷
っ
た
。
旧
野
田
高
の
通
り
に
標
識
を
た
て
た
ら

場
所
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
駐
車
場
ど
こ
か

（
市
外
の
来
館
者
か
ら
）
場
所
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
又
、

駐
車
場
も
わ
か
ら
な
か
っ
た

野
田
の
駅
で
下
り
て
も
醬
油
の
香
り
な
し

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

パ
ー
ト
4」

せ
っ
か
く
無
料
な
の
に
募
金
箱
(震
災
)は
置
か
な
い
の
？

入
口
で
靴
を
ぬ
ご
う
と
す
る
人
を
見
か
け
る

髙
梨
本
家
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い

お
能
に
関
す
る
催
物
を
や
っ
て
ほ
し
い

地
震
で
展
示
品
倒
れ
な
い
か
心
配

オ
ル
ゴ
ー
ル
が
聴
き
た
い

展
示
終
了
後
、
不
要
に
な
っ
た
人
形
あ
っ
た
ら
ほ
し
い
の

だ
が
ト
イ
レ
前
の
石
造
物
、
正
し
い
方
向
に

入
館
料
ー
有
料
に
し
た
ら
？

勝
文
斎
押
絵
ー
行
燈
を
つ
け
た
ら

料
亭
あ
た
ご
の
紹
介
で

博
物
館
以
外
へ
の
行
き
方
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

特
別
コ
ー
ナ
ー
の
掛
軸
は
ど
ん
な
意
味
？

料
亭
あ
た
ご
の
紹
介

車
で
来
て
も
路
地
が
多
く
て
わ
か
り
辛
い

資
料（
パ
ン
フ
）
ラ
ッ
ク
が
暗
い

幼
児
に
は
む
ず
か
し
い
そ
う
で
す
ぐ
帰
っ
た

館
内
が
や
や
寒
い

野
田
市
駅
に
博
物
館
ま
で
の
案
内
板
が
な
い

市
内
散
策
マ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
よ
い

博
物
館
ま
で
、
道
案
内
板
が
な
い

博
物
館
の
場
所
が
分
か
ら
な
い

博
物
館
ま
で
の
道
が
分
か
り
ず
ら
い

市
が
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
良
い

2階
へ
上
る
階
段
に
手
す
り
を
つ
け
て
ほ
し
い

足
が
悪
く
2F
に
行
け
ず
残
念

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
11
年
度
（
続
き
）

特
別
展「
野
田
の
煎
餅
～
醤
油
の
町
の
名
物
～
」

販
売
や
体
験
は
や
ら
な
い
の
か

試
食
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
よ
い

前
回
入
館
。
せ
ん
べ
い
な
し
。
今
回
せ
ん
べ
い
だ
け
買
い
に

企
業
秘
密
は
？

せ
ん
べ
い
作
り
の
体
験
を
し
た
い

体
の
不
自
由
な
方
を
連
れ
て
来
た
い

せ
ん
べ
い
を
買
い
た
か
っ
た
。
買
え
る
か
と
思
っ
た

野
だ
っ
子
な
の
に
野
田
せ
ん
べ
い
が
有
名
と
知
ら
な
か
っ
た

た
ま
た
ま
野
田
へ
。
せ
ん
べ
い
は
好
き
で
は
な
い

野
田
の
せ
ん
べ
い
も
っ
と
宣
伝
し
た
ら
良
い

博
物
館
の
案
内
図
や
矢
印
が
な
い
。
探
し
た

展
示
さ
れ
て
い
る「
ご
三
方
」
の
置
き
方
間
違
っ
て
い
る

野
田
市
の
道
路
は
分
か
り
づ
ら
い

博
物
館
の
道
が
カ
ー
ナ
ビ
で
も
分
か
り
づ
ら
い

野
田
の
商
人
は
商
売
気
が
な
い

長
塚
節
の
展
示
の
漢
字
に
か
な
を
ふ
っ
た
方
が
良
い

市
民
公
募
展「
集
ま
れ
！
ワ
ク
ワ
ク
み
ん
な
の
お
も
ち
ゃ

～
遊
び
の
い
ま
む
か
し
～
」

カ
メ
ラ
を
下
げ
て
写
真
を
取
っ
て
も
よ
い
で
す
か

お
弁
当
を
持
参
し
て
な
い
の
で
ど
こ
か
教
え
て
ほ
し
い

火
曜
日
休
館
で
残
念
で
す

（
小
さ
な
お
孫
さ
ん
と
）
市
内
に
い
る
が
知
ら
な
い

こ
こ
に
来
る
の
に
標
識
が
な
い
の
で
迷
っ
た
。
こ
れ
か
ら

野
田
街
を
散
策
す
る

疑 問 ・ 質 問
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好 意 的 な コ メ ン ト

市
民
ア
ー
ト
展「
陶
芸
～
土
に
込
め
た
私
の
想
い
～
」

良
い
作
品
で
し
た

立
派
な
物
ば
か
り

満
足
し
た

皆
、
素
晴
ら
し
い
作
品
だ

楽
し
か
っ
た

館
内
が
木
の
に
お
い
が
し
て
良
い

コ
メ
ン
ト
が
お
も
し
ろ
か
っ
た

皆
さ
ん
と
て
も
上
手
な
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た

暖
か
く
て
ホ
ッ
と
し
た

春
夏
秋
冬
の
配
置
は
と
て
も
良
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。
考

え
る
コ
ー
ナ
ー
や
点
灯
に
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
。
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
ま
さ
に
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
。企
画
、

演
出
が
見
事

ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
す
ご
い

大
変
い
い
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
来
た
甲
斐
が
あ
っ

た
と
。
皆
さ
ん
上
手
で
す
ね

（
ラ
ン
プ
を
）
点
灯
す
る
の
が
楽
し
く
て

素
人
で
も
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
は
。
素
人
に
し
て
は

す
ば
ら
し
い
。
良
く
考
え
作
っ
た
も
の
だ

陶
芸
は
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
し
、
素
人
で
も
出
来

る
魅
力
を
感
じ
る

陶
芸
の
画
を
絵
は
が
き
に
書
い
て
送
っ
て
い
る
の
で
楽
し

い
。
又
来
館
し
た
い

何
年
も
野
田
に
い
て
、こ
の
良
い
場
所
を
知
り
び
っ
く
り
。

ラ
ン
プ
に
”
わ
あ
～
す
て
き
！
”

何
度
見
て
も
い
い
で
す
ね

い
ろ
ん
な
方
の
作
品
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
出
し
て
良

か
っ
た
。（
出
品
者
）

と
て
も
よ
い
企
画
展
だ

野
田
は
い
い
で
す
ね

写
真
入
り
で
説
明
書
き
が
あ
る
か
ら
わ
か
り
や
す
い

こ
の
展
示
会
は
す
ば
ら
し
い
と
勧
め
ら
れ
て

市
内
散
策
の
地
図
喜
こ
ば
れ
た

皆
さ
ん
上
手
で
す
ね

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
12
」

入
口
の
ド
ア
な
か
な
か
風
情
が
あ
り
い
い

M
OM
OA
・
市
民
会
館・
当
館
へ
　
野
田
は
い
い
街
で
す
ね

野
田
の
歴
史
お
も
し
ろ
い
。　
沢
山
教
え
て
く
れ
た

団
体
を
つ
れ
て
き
た
い
。
下
見
に

何
度
も
来
て
い
る

学
芸
員
の
皆
さ
ん「
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
す
ば
ら
し
い

押
絵
行
燈
が
見
た
く
て
来
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
何
回
も
来
館
し
て
い
る

2回
目
 と
て
も
す
ば
ら
し
い

考
古
学
好
き
で
来
た

野
田
の
こ
と
が
少
し
判
っ
た

月
曜
日
開
い
て
い
て
良
か
っ
た

大
変
良
い
１
日
に
な
っ
た

友
人
の
話
で
興
味
が
あ
り

む
ず
か
し
い
け
ど
楽
し
い

1F
・
2F
つ
い
で
に
　
歴
史
の
街
は
良
い

友
人
か
ら
の
話
で
興
味
を
持
つ

何
度
も
来
館
。
例
年
よ
り
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
て
よ
い

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
12
年
度

特
別
展「
野
田
と
災
害
～
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
～
」

野
田
の
災
害
の
多
い
の
に
驚
い
た

数
十
年
振
り
に
寄
っ
た
、
災
害
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会

よ
く
集
め
た

凄
い
資
料
で
す
ね

興
味
を
も
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た

興
風
会
館
の
帰
り
。
街
は
す
ば
ら
し
い

我
ヶ
街
の
身
近
な
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
て
嬉
し
い

写
真
を
見
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た

見
本
の
図
録
、
よ
く
読
ん
で
わ
か
っ
た

パ
ン
フ
を
み
て
、
大
変
良
か
っ
た

市
民
会
館・
博
物
館
い
つ
で
も
行
け
る
と
思
っ
て（
足
が

遠
の
い
て
い
た
）

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
読
ん
で
み
ま
し
た
　
野
田
の
古
文

書
～
初
心
者
が
挑
ん
だ
3年
間
の
整
理・
解
読・
調
査
か
ら
～
」

古
文
書
よ
く
説
明
し
て
も
ら
い
良
か
っ
た

わ
か
り
や
す
く
書
い
て
い
る
と
褒
め
て
い
た
だ
い
た

こ
の
博
物
館
は
す
ば
ら
し
い
と

こ
こ
ま
で
よ
く
や
っ
た

7年
前
に
野
田
に
戻
り
、
こ
の
博
物
館
が
大
好
き

読
み
方
、
整
理
方
法
を
聞
き
、
大
変
喜
ん
で
い
た
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好 意 的 な コ メ ン ト （ 続 き ）

市
民
ア
ー
ト
展「
陶
芸
～
土
に
込
め
た
私
の
想
い
～
」

ト
イ
レ
が
き
れ
い
で
し
た

す
て
き
で
し
た

参
考
に
な
り
ま
し
た

近
く
に
こ
ん
な
良
い
所
が
あ
っ
て

2度
目
。
す
ば
ら
し
い
作
品
を
も
う
一
度

す
ご
い
作
品
だ

庭
が
と
て
も
き
れ
い
。（
特
に
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
）

プ
ロ
か
ら
ア
マ
ま
で
の
作
品
が
見
れ
、
と
て
も
満
足

み
な
さ
ん
、
素
人
と
は
思
え
ま
せ
ん
と
感
激

ガ
ラ
ス
は
と
て
も
古
い
の
で
す
ね（
館
内
の
）

野
田
に
は
陶
芸
サ
ー
ク
ル
は
ど
の
位
？
窯
は
い
く
つ
あ
る

の
か
？

（
出
展
者
の
先
生
か
ら
）
入
館
者
数
は
？

光
山
先
生
の
作
品
は
あ
り
ま
す
か
？
作
陶
し
て
い
る
方
の
み

め
だ
か
の
皿
、
出
品
者
か
ら
何
匹
い
る
か
？
逆
方
向
は
？

プ
ロ
の
方
も
出
し
て
い
る
の
で
す
か
？

茂
木
佐
家
に
は
何
年
頃
ま
で
住
ん
で
い
た
か
？

チ
ラ
シ
の
題
字
は
誰
が
書
い
た
の
？

小
学
生
が
ア
ン
ケ
ー
ト
書
い
て
い
い
で
す
か
？

作
品
の
入
れ
替
え
は
あ
る
の
で
す
か
？

女
の
子
が
博
物
館
の
説
明
し
て
欲
し
い

出
展
者
よ
り
、
ア
ー
ト
展
終
わ
っ
た
ら
パ
ネ
ル
も
ら
え
ま

す
か
？

寺
子
屋
講
座
の
参
加
者
は
高
齢
者
も
い
る
の
で
椅
子
に
し

て
欲
し
い
。

「
飛
カ
ン
ナ
文
」
の
意
味
を
知
り
た
い
。

く
す
り
や
ロ
ク
ロ
の
説
明
は
し
て
く
れ
な
い
の
で
す
か
？

博
物
館
前
に
咲
い
て
い
る
ユ
リ
の
名
前
は

発
達
障
害
児
の
付
き
そ
い
の
方
か
ら
、
こ
わ
れ
る
も
の
は

な
い
で
す
か
？

松
戸
市
立
博
物
館
へ
の
道
順
は
？

皆
さ
ん
、
自
分
で
自
宅
に
窯
を
持
っ
て
い
る
の
か
？

前
任
の
館
長
は
ど
な
た
？

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
12
」

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
12
年
度
（
続
き
）

特
別
展「
野
田
と
災
害
～
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
～
」

今
上
の
水
害
に
つ
い
て
質
問

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
読
ん
で
み
ま
し
た
　
野
田
の
古
文

書
～
初
心
者
が
挑
ん
だ
3年
間
の
整
理・
解
読・
調
査
か
ら
～
」

家
に
あ
る
掛
け
軸
な
ど
読
み
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

紙
を
喰
う
虫
と
衣
類
を
喰
う
虫
と
は
違
う
の
か

「
花
押
」
に
つ
い
て
質
問

古
文
書
の
存
在
場
所
は

博
物
館
は
い
つ
頃
で
き
た
の

疑 問 ・ 質 問 ↓ 解 決
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疑 問 ・ 質 問

市
民
ア
ー
ト
展「
陶
芸
～
土
に
込
め
た
私
の
想
い
～
」

支
那
事
変
の
写
真
集
、
博
物
館
で
役
立
て
ら
れ
な
い
か
？

ト
イ
レ
は
？

こ
の
作
品
の
柄
は
手
描
き
か
型
紙
か
？

以
前
見
た「
佐
原
人
形
」
は
博
物
館
で
収
蔵
し
て
い
る
の

か
？
出
展
者
の
一
覧
表
は
あ
り
ま
す
か

食
事
処
や
飲
料
の
ス
タ
ン
ド
は
ど
こ
で
す
か
？

野
田
が
な
ぜ
醤
油
が
大
き
く
発
展
し
た
か
。
醸
造
家
は
茂

木
家
の
他
は
？

駅
に
行
く
間
に
お
茶
を
飲
む
店
は
な
い
か
？

自
販
機
は
な
い
の
で
す
か
？
庭
に
茶
店
が
あ
る
と
い
い

陶
芸
ラ
ン
プ
で
ス
イ
ッ
チ
が
あ
る
の
に
、
表
記
さ
れ
て
い

な
い
の
で
わ
か
り
づ
ら
い

車
で
来
た
が
看
板
も
な
く
、
不
親
切
こ
の
上
な
い

博
物
館
の
わ
か
り
や
す
い
地
図
を
駅
前
に
欲
し
い

展
示
品
以
外
の
ラ
イ
ト
を
も
う
少
し
落
と
し
て
暗
い
方
が

良
い

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
12
」

押
絵
行
燈
の
使
用
方
法
が
わ
か
る
も
の
が
な
い
の
か

野
田
を
も
っ
と
知
り
た
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か

少
し
む
ず
か
し
い

歴
史
的
建
物
、
保
存
し
て
欲
し
い

行
燈
の
漢
字
が
読
め
な
い

寺
子
屋
に
た
ま
に
参
加
。
５
０
０
円
高
い

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
営
業
拠
点
、
生
産
拠
点
を
示
し
て
ほ
し

い 車
で
来
た
。
道
に
迷
っ
て
大
変
だ
っ
た

運
河
か
ら
自
転
車
で
。
博
物
館
の
場
所
わ
か
ら
な
か
っ
た

地
理
不
案
内
。
や
っ
と
来
ま
し
た

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
12
年
度
（
続
き
）

特
別
展「
野
田
と
災
害
～
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
～
」

場
所
が
わ
か
り
に
く
い

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
読
ん
で
み
ま
し
た
　
野
田
の
古
文

書
～
初
心
者
が
挑
ん
だ
3年
間
の
整
理・
解
読・
調
査
か
ら
～
」

博
物
館
の
案
内
書
が
ほ
し
い

常
設
展
の
一
覧
表
あ
り
ま
す
か

場
所
が
わ
か
り
づ
ら
い

ス
ラ
イ
ド
の
場
面
が
変
わ
る
の
が
早
す
ぎ
る
よ
う
だ

疑 問 ・ 質 問

↓ 解 決 （ 続 き ）

指 摘 ・ 要 望
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市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
知
ろ
う
！
見
つ
け
よ
う
！
野

田
の
自
然
 い
ま・
む
か
し
」

野
田
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね

な
つ
か
し
く
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
と

市
民
参
加
企
画
展
は
珍
し
い
で
す
ね

き
れ
い
に
整
理
さ
れ
見
易
か
っ
た

（
学
校
の
先
生
よ
り
授
業
で
役
立
て
た
い

ガ
チ
ャ
ポ
ン
の
ア
イ
デ
ア
は
す
ば
ら
し
い

野
田
に
は
自
然
が
沢
山
残
っ
て
い
る
ね

お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
き
た
い
の
で
下
見
に

自
然
に
つ
い
て
の
展
示
す
ば
ら
し
い
　

館
内
は
涼
し
い

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
野
田
街
が
お
も
し
ろ
い
と
、
秋
に
ま

た
来
る

正
油
づ
く
り
の
勉
強
中
、
近
代
化
産
業
遺
産
の
ま
ち
に
つ

い
て
検
討

（
外
ま
わ
り
見
て
後
）
ウ
ワ
ッ
！
生
き
か
え
る

（
就
学
前
児
童
が
）
仏
像
に
大
変
興
味
が
あ
る
の
で

友
人
が
野
田
に
行
こ
う
と
。
と
て
も
良
い
街
で
す
ね
。

2回
目
。
ゆ
っ
く
り
見
た
い
の
で

野
田
に
一
度
行
き
た
い
と
思
い

”
野
田
の
自
然
”
4回
目
、
特
に
昆
虫
に
興
味
あ
り

当
博
物
館
の
職
員
さ
ん
に
世
話
に
な
っ
た

な
つ
か
し
く
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

初
め
て
。
自
然
は
良
い
。
野
田
は
自
然
多
い
。

一
度
来
た
か
っ
た
。
興
味
が
あ
っ
た
。

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

毎
回
の
展
示
が
楽
し
み

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
件
で

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た

座
生
沼
の
変
化
に
び
っ
く
り

野
田
は
自
然
豊
か
で
よ
い
で
す
ネ

と
て
も
良
か
っ
た

静
か
で
よ
い
所

水
生
動
物
研
究
し
て
い
る

市
民
会
館
が
す
ば
ら
し
か
っ
た

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
13
」

初
め
て
野
田
に
来
た
が
説
明
に
感
心

野
田
は
静
か
な
良
い
町

博
物
館
が
見
や
す
い

歴
史
が
あ
っ
て
良
い
街

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

市
内
の
発
掘
さ
れ
た
物
に
驚
き

野
田
は
住
み
良
い
し
気
に
入
っ
て
い
る

と
て
も
興
味
あ
る

と
て
も
良
い

す
ご
い
古
い
物
が
あ
る

案
内
し
た
ら
感
心
さ
れ
た

勉
強
に
な
り
ま
す

結
構
来
館
し
て
い
る

と
て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た

展
示
替
え
の
た
び
に
来
館
し
て
い
る

野
田
を
知
り
た
い

野
田
は
見
る
所
が
多
い

野
田
に
つ
い
て
勉
強
で
き
た

楽
し
い
時
間
を
費
し
た

館
内
が
涼
し
い
で
す

大
変
お
も
し
ろ
い

勉
強
に
な
っ
た

水
海
道
と
野
田
の
文
化
の
違
い
が
わ
か
っ
た

古
い
物
に
興
味
あ
る
の
で
市
内
を
見
た
い

母
を
つ
れ
て
来
た
い

野
田
は
文
化
活
動
が
盛
ん
で
す
ね

落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
に
感
心

野
田
市
郷
土
博
物
館
に
来
た
か
っ
た

野
田
の
こ
と
が
知
り
た
く
て
入
館

建
物
の
造
り
に
大
変
興
味
を
も
っ
た

"こ
ん
な
良
い
所
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
、
寺
子
屋
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
"

土
器
に
興
味
あ
り

一
度
野
田
に
来
た
か
っ
た
。
緑
が
多
く
い
い
街
で
す
ね

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
13
年
度

特
別
展「
野
田
の
絵
馬
～
な
ら
わ
し
、
な
り
わ
い
、
わ
ざ

わ
い
、
た
す
け
あ
い
～
」

熱
の
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い
解
説
で
し
た

す
ば
ら
し
か
っ
た
、
と
て
も
良
い
、
あ
ざ
や
か
、
あ
ら
た

め
て
絵
馬
を
見
直
し
た

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
集
め
た

よ
い
記
念
に
な
り
、
な
つ
か
し
い

好
評
で
す

す
ば
ら
し
い
×5
　
見
ご
た
え
あ
る

大
変
喜
ば
れ
た

勉
強
に
な
り
ま
し
た

こ
ん
な
に
絵
馬
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

帰
り
に
受
け
付
け
に
声
を
か
け
て
下
さ
る
方
が
多
い

と
て
も
き
れ
い
な
絵
馬
が
多
い

い
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

こ
ん
な
絵
馬
が
あ
る
と
は

絵
馬
の
保
存
に
感
心

す
ば
ら
し
い

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
絵
馬
は
見
た
こ
と
が
な
い

延
命
地
蔵
の
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た

い
ろ
い
ろ
絵
馬
が
あ
り
楽
し
い

と
て
も
良
か
っ
た

歴
史
を
感
じ
る

見
ご
た
え
が
あ
る

こ
れ
だ
け
展
示
品
を
集
め
る
の
は
大
変

立
派
な
展
示

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た

感
動
し
た

こ
の
展
示
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い

地
域
の
物
な
の
で
大
喜
び

二
回
目
の
来
館
。
一
回
目
良
か
っ
た
の
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
楽
し
み

絵
馬
に
び
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
見
学
で
き
て
良
か
っ
た

ふ
だ
ん
目
に
し
な
い
も
の
な
の
で
良
か
っ
た

間
引
き
絵
馬
に
び
っ
く
り

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
日
本
刀
～
後
世
に
伝
え
た
い
美

と
心
～
」

無
料
で
野
田
は
た
い
し
た
も
の
で
す
ね

す
ば
ら
し
い
刀
で
し
た

じ
っ
く
り
鑑
賞
す
ば
ら
し
い

す
ご
い
で
す
ね
ー

す
ば
ら
し
い
ー

す
ば
ら
し
い
　
感
激
し
て
い
た

靴
を
ぬ
が
な
く
て
も
良
い
の
は
良
い

散
策
マ
ッ
プ
も
喜
ば
れ
る

素
晴
ら
し
い
と

あ
ま
り
に
良
か
っ
た
の
で
又
来
ま
し
た

庭
の
梅
き
れ
い
ね

刀
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と

（
男
子
高
生
6人
）
す
ご
い
す
ご
い
と（
大
騒
ぎ
）

野
田
の
財
産
だ
し
、
素
晴
し
い
企
画
と
絶
賛

展
示
方
法
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す

す
ば
ら
し
い（
日
本
刀
が
）

刀
が
大
好
き
で
、
す
ば
ら
し
い

こ
う
い
う
展
示
の
企
画
を
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い

好 意 的 な コ メ ン ト
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市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
知
ろ
う
！
見
つ
け
よ
う
！
野

田
の
自
然
 い
ま・
む
か
し
」

静
か
で
す
ば
ら
し
い
展
示

落
ち
つ
い
た
博
物
館
で
よ
い

な
ナ
連
合
の
説
明
が
よ
か
っ
た

野
田
は
歴
史
が
あ
っ
て
よ
い
所

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
は
楽
し
い

植
物
好
き（
難
聴
の
為
、
一
部
筆
談
）

も
の
知
り
し
ょ
う
油
館
の
時
間
調
整
で
来
た

Ｂ
Ｓ
見
て
。野
田
市
の
建
物
に
興
味
が
あ
る

4回
目
。も
う
す
ぐ
終
わ
る
の
で
じ
っ
く
り
見
た
い

自
然
に
興
味
が
あ
る
。終
わ
る
前
に
ぜ
ひ
見
た
い
と

古
い
街
散
策
が
好
き

昔
を
思
い
出
し
懐
か
し
い

こ
う
い
う
の
に
と
て
も
興
味
あ
る
の
で

写
真
を
撮
っ
て
も
い
い
で
す
か

な
ナ
連
合
っ
て
何
？

ロ
ッ
カ
ー
は
無
い
か
聞
か
れ
る

茂
木
本
家
美
術
館
へ
の
道
を
聞
か
れ
る

本
を
出
し
て
い
る
方
で
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
こ
と
が
詳
し

く
知
り
た
い

水
槽
の
魚
は
ど
こ
で
捕
ま
え
た
ん
で
す
か
と
の
質
問

な
ぜ
野
田
は
し
ょ
う
ゆ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
か
？

こ
う
の
と
り
は
野
田
の
自
然
環
境
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き

る
の
か
ど
う
か

（
リ
ピ
ー
タ
ー
）
関
宿
城
博
物
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
尋
ね
ら

れ
た
こ
う
の
と
り
の
情
報
と
ア
ク
セ
ス
を
尋
ね
ら
れ
た

今
回
の
展
示
の
ま
と
め
た
資
料
は
あ
り
ま
す
か
、
と
の
質

問 授
業
で
お
醤
油
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
の
で
く
わ
し
く
知

り
た
い
の
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ほ
し
い

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
13
」

野
田
の
歴
史
、
発
掘
物
、
地
域
の
特
色
に
感
動

野
田
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
の
こ
と

駅
か
ら
ス
ム
ー
ス
に
き
た
と
の
こ
と

古
代
史
に
興
味
あ
る
の
で

野
田
は
よ
い
街

有
料
で
す
か
？

野
田
市
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
博
物
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
？

門
は
5：
00
に
閉
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
？

車
い
す
は
使
用
で
き
る
か

小
津
安
二
郎
の
図
録
は
あ
り
ま
す
か
？

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
の
生
い
立
ち
、
販
路
等
に
つ
い
て

稲
荷
神
社
の
彫
刻
師
に
つ
い
て

オ
ビ
シ
ャ
に
つ
い
て

江
戸
時
代
野
田
は
何
藩
か

展
示
物
は
野
田
で
掘
ら
れ
た
も
の
で
す
か
？

日
光
街
道
な
ど
が
の
っ
て
い
る
古
い
地
図
は
あ
り
ま
す
か
？

野
田
の
古
地
図
は
あ
り
ま
す
か
？

写
真
撮
影
に
つ
い
て

収
蔵
品
な
ど
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

樽
の
タ
ガ
修
復
に
つ
い
て

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
13
年
度
（
続
き
）

特
別
展「
野
田
の
絵
馬
～
な
ら
わ
し
、
な
り
わ
い
、
わ
ざ

わ
い
、
た
す
け
あ
い
～
」

昔
の
く
ら
し
が
勉
強
に
な
っ
た

こ
れ
だ
け
あ
る
の
は
す
ご
い

二
度
と
見
ら
れ
な
い

入
館
し
て
良
か
っ
た

も
う
一
度
来
ま
す

「
こ
こ
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
来
た

講
演
会
良
か
っ
た

入
場
料
は
い
く
ら
？

絵
馬
は
売
っ
て
な
い
か
？

写
真
を
と
っ
て
良
い
で
す
か

絵
馬
は
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
の
で
す
か

「
男
拝
み
図
」
の
狐
は
男
か
女
か
？

「
～
善
光
寺
参
詣
図
」
の「
牛
に
ひ
か
れ
て
…
」
の
物
語
の

説
明
し
て
ほ
し
い

男
拝
み
図
　
狐
は
男
か
女
か

絵
馬
と
は
？

棒
出
し
に
つ
い
て
質
問

い
つ
も
は
左
か
ら
な
の
に
今
回
は
右
か
ら

七
福
神
は
白
山
神
社
で
見
ら
れ
る
か

「
裸
馬
図
」「
観
音
講
図
」
は
写
真
で
す
ね
？

「
七
福
神
図
」
の
本
物
見
れ
ま
す
か
？

「
錠
前
図
」
の
”
心
”
が
消
え
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
考
え

直
し
て
消
し
た
？

な
ぜ
講
で
参
詣
し
て
絵
馬
を
奉
納
し
た
の
か
？

食
事
で
き
る
と
こ
ろ
を
聞
か
れ
た

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
日
本
刀
～
後
世
に
伝
え
た
い
美

と
心
～
」

こ
の
刀
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か

お
お
た
か
の
森
高
校
の
3人
か
ら
質
問
、
当
館
の
年
間
入
館

者
数
、
一
番
多
い
質
問
は
、
な
や
み
等

再
度
入
館「
刀
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
」と

盲
導
犬
、
介
助
犬
以
外
は
禁
止
で
す（
か
？
）

展
示
№
58
の
作
刀
年
月
日
で
二
二
十
八
年
　
月
と
な
っ
て
い

る
が
何
の
こ
と
？

刀
の
上
向
下
向
に
つ
い
て
や
重
さ
、
刃
文
な
ど
に
つ
い
て

好 意 的 な コ メ ン ト （ 続 き ） 疑 問 ・ 質 問
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市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
知
ろ
う
！
見
つ
け
よ
う
！
野

田
の
自
然
 い
ま・
む
か
し
」

博
物
館
ま
で
の
道
が
分
ら
な
い

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
虫
の
声
が
不
調

他
館（
清
水
公
園
）の
休
み
の
情
報
が
な
い

博
物
館
だ
よ
り
が
な
い・
展
示
の
字
が
読
め
な
い

虫
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
作
動
せ
ず

こ
こ
の
博
物
館
の
案
内
資
料（
パ
ン
フ
）は
な
い
の
で
す
か

団
体
が
館
内
い
っ
ぱ
い
、
見
学
し
づ
ら
い

展
示
の
表
示
が
間
違
っ
て
い
る

虫
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
、
虫
の
名
前
が
分
か
ら
な
い

（
寺
子
屋
講
座
の
際
）市
民
会
館
の
入
口
な
ど
に
わ
か
り
や

す
く
案
内
が
出
て
い
る
と
良
い
で
す
ね

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
13
」

「
六
道
帳
」
あ
る
か

勝
文
斎
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
質
問
あ
り

加
曾
利
式
土
器
が
”
中
期
””
晩
期
”
と
な
っ
て
い
る
。
ど

ち
ら
か
間
違
い
で
は
な
い
か

戦
争
中
期
頃
の
野
田
の
地
図
は
あ
る
か

何
故
博
物
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
る
の
か

野
田
市
内
で
現
在
ま
で
に
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
、
発
掘
調

査
に
係
る
資
料
が
あ
り
ま
す
か
？

何
で
当
館
は
火
曜
日
が
休
館
な
の
？
い
つ
か
ら
な
の
？

上
花
輪
の
香
取
神
社
の
く
わ
し
い
所
在
地

し
ょ
う
ゆ
だ
る
が
9升
だ
る
の
理
由

な
ぜ
野
田
で
醤
油
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
か
？

入
口
の
右
側
の
大
き
な
機
械「
コ
レ
ハ
ナ
ン
デ
ス
カ
？
」

初
め
て
来
館
　
駅
か
ら
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

案
内
板
が
あ
っ
た
方
が
良
い

道
案
内
が
な
く
、
迷
っ
た

ガ
イ
ド
に
あ
た
っ
て
遺
跡
の
出
土
品
は
ど
こ
の
街
で
も
似

た
よ
う
な
も
の
ば
か
り
な
の
で
興
味
が
薄
い
。
我
が
街
の

場
合
は
必
然
的
に
醤
油
に
関
し
た
展
示
物
の
紹
介
と
な
っ

て
し
ま
う
が
、
変
化
の
な
い
の
が
気
に
掛
か
る

身
障
者
用
ト
イ
レ
の
件
で
意
見
あ
り
。
車
椅
子
用
ト
イ
レ

に
荷
物
を
置
け
る
棚
や
台
、
介
助
者
と
隔
て
る
カ
ー
テ
ン

が
あ
る
と
良
い
の
で
は
と
の
話
が
出
る

野
田
市
駅
前
に
大
き
な
看
板
を
設
置
し
て
欲
し
い
。
も
っ

と
街
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い

（
以
前
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
お
客
様
か
ら
）
後
ろ
の
席
の
方
は
演
奏
者
が
良
く
見
え

な
い
の
で
改
善
し
て
欲
し
い

企
画
展
の
案
内
を
下
さ
い
と
の
こ
と

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
13
年
度
（
続
き
）

特
別
展「
野
田
の
絵
馬
～
な
ら
わ
し
、
な
り
わ
い
、
わ
ざ

わ
い
、
た
す
け
あ
い
～
」

建
物
内
部
の
造
り
が
以
前
と
変
わ
っ
て
い
る
が
改
築
し
た

の
で
す
か

全
部
野
田
市
内
に
あ
る
ん
で
す
か
？

2年
前
野
田
に
引
越
、
街
を
知
ら
な
い
の
で
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ

普
門
寺
の
物
は
な
い
ん
で
す
か

姉
妹
。
少
し
む
ず
か
し
い
ね

ス
タ
ン
プ
の
上
下
が
逆

市
民
会
館
入
れ
な
い
で
残
念（
テ
レ
ビ
撮
影
の
た
め
）

庭
内
に
自
動
販
売
機
を
設
置
し
た
の
は
ケ
シ
カ
ラ
ン
！
！

そ
ぐ
わ
な
い
！（
イ
ベ
ン
ト
で
）
庭
で
音
楽
を
か
け
大
騒

ぎ
し
た
。
せ
っ
か
く
の
茂
木
邸
が
ダ
イ
ナ
シ
ダ

市
民
会
館
へ
入
れ
ず
残
念

図
録
は
？
売
り
切
れ
と
言
う
と
残
念
が
っ
て
い
た

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
日
本
刀
～
後
世
に
伝
え
た
い
美

と
心
～
」

や
っ
と
探
し
た
、
こ
の
後
上
花
輪
歴
史
館
へ
行
き
た
い
　

場
所
が
わ
か
り
に
く
い
か
？

八
王
子
の
方
々
、
大
ケ
ー
ス
内
の
大
刀
展
示
で
照
明
も
う
少

し
き
れ
い
に
あ
て
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
と

疑 問 ・ 質 問 （ 続 き ） 指 摘 ・ 要 望
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特
別
展「
野
田
で
生
ま
れ
た
漫
画
た
ち
」

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
て
い
ね
い
に
読
み
、
納
得
し
な
が
ら

テ
レ
ビ
で
み
た
の
で
来
館
し
た
か
っ
た

テ
レ
ビ
放
送
を
み
て
栃
木
よ
り
2時
間
半
か
け
て
来
館

き
れ
い
な
館
内
で
す
ね
。
は
じ
め
て
来
館

友
人
が
野
田
に
居
て
す
す
め
ら
れ
た

な
か
な
か
良
い
企
画
展
で
す
ね

野
田
に
興
味
あ
っ
て
、
柏・
流
山
と
違
う

テ
レ
ビ
で
み
て
、
良
い
所
だ
と
思
っ
た

出
野
さ
ん
の
友
人
、
展
示
終
了
の
前
に
来
れ
て
良
か
っ
た

柏
女
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
明
解
で
熱
い
解

説
す
ば
ら
し
い

「
す
す
め
パ
イ
レ
ー
ツ
」
は
大
好
き
で
す

市
報
に
漫
画
、
す
ご
い

ダ
イ
ち
ゃ
ん
の
原
画
す
ば
ら
し
い

ダ
イ
ち
ゃ
ん
の
原
画
い
い
な

ひ
ま
わ
り
俱
楽
部
の
本
を
見
て
、
す
ば
ら
し
い
の
で
来
館

帰
り
に
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と

漫
画
大
好
き
で
一
言
一
句
し
っ
か
り
読
ん
で
楽
し
ん
で
帰

ら
れ
た
。
楽
し
み
ま
し
た

こ
の
博
物
館
も
庭
も
す
ば
ら
し
い

初
め
て
来
た
。
す
ば
ら
し
い
と
感
嘆

ヨ
ガ
仲
間
を
案
内
。
博
物
館
初
め
て
の
人
も
い
て
喜
ば
れ
る

何
回
か
来
て
ゆ
っ
く
り
み
た
い
の
で

漫
画
を
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
大
変
良
か
っ
た

ダ
イ
ち
ゃ
ん
は
知
っ
て
い
る
が
作
者
は
知
ら
な
い
。
見
学

し
て
よ
か
っ
た

野
田
は
歴
史
が
あ
り
よ
い
所
で
す
ね

前
に
も
来
て
い
る
が
買
い
物
つ
い
で
に
ま
た
来
館

ダ
イ
ち
ゃ
ん
原
画
す
ば
ら
し
い

10
年
前
野
田
に
住
ん
で
い
た
。
ダ
イ
ち
ゃ
ん
懐
か
し
い

仕
事
帰
り
、
ぶ
ら
り
と
入
っ
た
が
な
か
な
か
よ
い
博
物
館

豆
バ
ス
が
で
て
く
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
14
」

月
曜
開
館
だ
っ
た
の
で
う
れ
し
い（
自
転
車
で
草
加
か
ら
）

「
昭
和
の
居
間
」に
感
動
し
た

昭
和
の
居
間
展
示
は
懐
か
し
い
。昔
の
方
が
よ
か
っ
た

居
間
コ
ー
ナ
ー
は
よ
く
で
き
て
い
る
ネ

昔
の
居
間
は
い
い
で
す
ネ

こ
の
博
物
館
す
ば
ら
し
い
。ま
た
、
改
め
て
来
ま
す

2F
の
仏
像
す
ご
い
！

昭
和
の
茶
の
間
で
盛
り
あ
が
る

野
田
は
良
い
。こ
の
博
物
館
は
す
ば
ら
し
い

新
聞
を
見
て
来
た
が
良
か
っ
た

こ
う
い
う
展
示
が
で
き
る
の
は
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
辺
り

が
な
つ
か
し
く
、
博
物
館
が
あ
っ
て
見
ら
れ
て
良
か
っ
た

と
感
激

古
い
の
は
良
い

古
地
図
の
説
明
を
受
け
喜
ん
で
帰
ら
れ
た（
柏
女
学
芸
員

よ
り
）

展
示
替
え
毎
に
来
館
し
て
い
る

3回
目
、
考
古
学
大
好
き

ミ
ミ
ー
ち
ゃ
ん
大
好
き

昔
の
居
間
、
す
ば
ら
し
い

展
示
し
て
あ
る
図
録
す
べ
て（
10
冊
）購
入
。野
田
の
勉
強

始
め
る

以
前
子
供
達
が
来
て
良
か
っ
た
と
の
こ
と
で
来
ま
し
た

野
田
に
興
味
あ
り

古
い
道
具
な
つ
か
し
い

さ
す
が
野
田
は
企
業
城
下
町
で
す
ね

今
度
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
来
ま
す

居
間
の
写
真
を
撮
っ
て
孫
に
見
せ
る

居
間
の
前
で
昔
が
懐
か
し
い

と
て
も
良
い
土
器
が
展
示
さ
れ
て
い
る

ミ
ミ
ー
に
興
味
あ
る

押
絵
を
見
に
き
た
。毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

毎
年
来
館
。今
年
は
例
年
よ
り
ス
ッ
キ
リ
し
た
展
示
で
よ
い

昔
の
居
間
は
す
ば
ら
し
い
。懐
か
し
い

野
田
の
街
は
歴
史
が
あ
っ
て
い
い

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
14
年
度

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
野
田
の
見
ど
こ
ろ
～
お
か
げ

さ
ま
で
10
年
　
む
ら
さ
き
の
里
　
野
田
ガ
イ
ド
の
会
～
」

来
館
し
て
た
の
し
か
っ
た

大
変
楽
し
か
っ
た
。又
来
た
い

来
て
見
て
大
変
良
か
っ
た

野
田
の
さ
び
れ
た（
？
）と
こ
ろ
が
た
ま
ら
な
い

早
い
時
期
に
野
田
は
博
物
館
を
作
っ
た
な
ん
て
す
て
き

展
示
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
と

喜
ん
で
い
た

博
物
館
、
市
民
会
館
に
来
る
と
と
て
も
い
や
さ
れ
ま
す

歴
史
の
古
さ
に
感
心

良
く
ま
と
ま
っ
て
ま
し
た

「
こ
れ
だ
け
準
備
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
ね
」と
感
心

し
て
い
た

野
田
は
す
ば
ら
し
い

歴
史
が
あ
っ
て
す
ば
ら
し
い

庭
が
す
ば
ら
し
い

来
て
み
て
観
る
所
が
多
く
と
て
も
良
か
っ
た

十
分
話
し
た
の
で
今
日
は
入
館
し
て
良
か
っ
た

楽
し
み
に
来
ま
し
た

流
山
の
50
代
夫
婦
か
ら
と
て
も
良
か
っ
た

ジ
オ
ラ
マ
す
ば
ら
し
い
と

50
年
間
野
田
に
居
る
が
知
ら
な
い
所
が
多
い

大
変
良
か
っ
た

ご
夫
婦
、
野
田
の
街
が
良
く
分
か
り
よ
か
っ
た

ご
夫
婦
、
企
画
展
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
前
に
来
館
で
き
て

よ
か
っ
た

短
時
間
の
見
学
で
あ
っ
た
が
良
か
っ
た

ジ
オ
ラ
マ
と
て
も
良
く
出
来
て
い
ま
す
。す
ば
ら
し
い

野
田
は
見
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
良
い

庭
が
す
ば
ら
し
い

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
劉
勝
彦
さ
ん
の
絵
は
が
き
コ
レ

ク
タ
ー
人
生
」

劉
さ
ん
の
説
明
に
喜
ぶ

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
大
変
よ
か
っ
た

以
前
も
来
館
、
大
変
良
か
っ
た

劉
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
大
好
評

ゆ
っ
く
り
見
せ
て
も
ら
い
来
て
良
か
っ
た

こ
こ
が
好
き
、
時
々
来
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
協
力

図
書
館
で
チ
ラ
シ
を
見
て
、
良
か
っ
た
、
又
来
ま
す

学
芸
員
の
前
掛
け
の
番
頭
姿
好
評

と
て
も
良
い

月
曜
日
に
来
た
け
ど
、
又
来
た

入
館
し
て
良
か
っ
た

す
ば
ら
し
い
、
楽
し
か
っ
た

何
回
か
の
来
館

た
ま
た
ま
入
っ
た
、
す
ば
ら
し
い
と
び
っ
く
り

野
田
は
今
も
昔
の
面
影
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い

よ
く
こ
こ
に
は
来
ま
す

絵
ハ
ガ
キ
大
好
き
、
大
満
足
で
帰
ら
れ
た

新
聞
見
た
、
一
緒
に
案
内
、
ラ
ッ
キ
ー
と
大
喜
び

懐
石「
あ
た
ご
」の
紹
介
、
入
館
し
て
よ
か
っ
た

近
く
な
の
で
来
た
、
ひ
と
り
で
集
め
た
と
は
！

見
覚
え
の
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た

1時
間
く
ら
い
見
学
、「
楽
し
か
っ
た
で
す
」

す
ば
ら
し
か
っ
た

す
ば
ら
し
い
で
す
ネ

こ
れ
は
歴
史
だ
、
し
っ
か
り
保
存
し
な
く
て
は

い
つ
も
前
を
通
り
す
ぎ
て
い
た
、
良
い
所
だ

良
い
も
の
を
見
て
良
か
っ
た

立
寄
っ
て
よ
か
っ
た

こ
の
企
画
展
は
す
ば
ら
し
い

す
ご
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
ネ

劉
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
楽
し
そ
う

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ク
参
加
の
た
め（
入
館
2回
目
）

い
や
あ
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
！
ス
タ
ン
プ

何
度
か
来
て
い
ま
す

好 意 的 な コ メ ン ト
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特
別
展「
野
田
で
生
ま
れ
た
漫
画
た
ち
」

市
民
会
館
す
ば
ら
し
い
ね

ご
夫
婦
で
熱
心
に
。
1時
間
す
ぎ
て
も

リ
ピ
ー
タ
ー
じ
っ
く
り

な
か
な
か
良
い
で
す
ね
と

漫
画
好
き
一
家
、
楽
し
み
に
来
館
。
2F
も
よ
か
っ
た

こ
ん
な
に
良
い
展
示
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
と

楽
し
そ
う
に
感
心
し
な
が
ら

貝
塚
の
研
究
宿
題
で
資
料
を
求
め
る
。
1～
2階
を
案
内

し
喜
ん
で
も
ら
っ
た

野
田
に
漫
画
家
が
い
た
な
ん
て
！
！

新
聞
を
見
た
。
ダ
イ
ち
ゃ
ん
原
画
す
ば
ら
し
い
で
す

じ
っ
く
り
見
学
。
ダ
イ
ち
ゃ
ん
懐
か
し
い
で
す

娘
さ
ん
が
野
田
に
住
ん
で
い
て
用
事
で
当
地
へ
。
ア
タ

ゴ
ー
ル
が
好
き
で
見
に
来
た
と
の
こ
と

一
度
野
田
に
来
た
か
っ
た
。
す
ご
く
良
い
街

ご
夫
婦
、
じ
っ
く
り
再
来
約
束

「
安
楽
邸
と
茂
木
佐
邸
は
建
物
の
つ
く
り
が
同
じ
な
の
よ
」

と
聞
か
さ
れ
、
び
っ
く
り
し
た

と
て
も
良
か
っ
た

静
か
で
す
ば
ら
し
い
雰
囲
気
の
博
物
館
で
す
ネ

近
所
に
居
て
”
も
ろ
た
だ
し
”
を
知
ら
な
か
っ
た
。
良
か
っ
た

野
田
に
来
て
良
か
っ
た
。
漫
画
っ
て
す
ご
い
ね

松
戸
か
ら
久
し
ぶ
り
の
ご
夫
婦・
車
窓
の
野
田
、
市
内
の

野
田
、
い
つ
来
て
も
い
い
街
だ
と

野
田
の
街
の
説
明
を
し
た
ら
、
歴
史
を
感
じ
る
と
感
激
し
た

ダ
イ
ち
ゃ
ん
連
載
な
く
な
り
淋
し
い

漫
画
大
好
き
、
ゆ
っ
く
り
見
さ
せ
て
貰
い
ま
す

い
い
物
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
こ
に
来
る
と
気
持
ち
が
良
い

出
野
さ
ん
の
会
社
時
代
の
同
僚
。
な
つ
か
し
い

野
田
っ
子
ダ
イ
ち
ゃ
ん
に
感
激

（
野
田
の
街
の
宣
伝
が
足
り
な
い
の
で
）
我
々
が
宣
伝
し

て
お
き
ま
す

「
凹
天
の
生
涯
」
の
講
演
、
大
盛
況
で
し
た

野
田
は
古
い
で
す
ね

企
画
展「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
14
」

居
間
の
展
示
は
い
い
で
す
ネ

企
画
展
が
変
る
毎
に
来
館
。今
回
は
変
っ
た
展
示
で
よ
い

居
間
コ
ー
ナ
ー
は
い
い
で
す
ネ

居
間
の
展
示
は
す
ば
ら
し
い

昭
和
の
写
真
を
と
て
も
な
つ
か
し
が
っ
て
い
た

す
ば
ら
し
い
門
に
ひ
か
れ
て
初
め
て
入
っ
た

自
分
達
の
親
の
青
春
時
代
の
写
真
等
そ
の
風
景
を
見
ら
れ

て
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た

昭
和
の
風
景
に
な
つ
か
し
い
と
感
動
し
て
い
た

居
間
の
BG
M
な
つ
か
し
い
昔
を
思
い
出
す

居
間
の
展
示
は
昔
の
自
宅
と
同
じ
。何
か
ホ
ッ
と
す
る

正
直
台
に
つ
い
て
今
回
や
っ
と
理
解
で
き
た
。
何
回
も
来

て
み
る
も
の
で
す
ね

懐
か
し
い
で
す

と
て
も
良
か
っ
た

茂
木
家
も
博
物
館
も
素
晴
ら
し
い
建
物

居
間
は
バ
カ
受
け

居
間
は
と
て
も
良
い

一
度
来
た
か
っ
た

こ
の
博
物
館
は
と
て
も
立
派

清
水
公
園
ボ
ー
ト
場
の
思
い
出
が
沢
山
あ
る
と
感
激

古
い
写
真
の
前
で
話
に
花
が
咲
く

来
て
良
か
っ
た

と
て
も
良
く
出
来
て
お
り
ま
す
ね

居
間
が
懐
か
し
く
て
再
度
来
た

博
物
館
も
茂
木
佐
邸
も
ど
ち
ら
も
す
ば
ら
し
い

み
ん
な
元
気
に
遊
ん
で
い
た

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
見
た
か
っ
た

遺
跡
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
表
示
さ
れ
て
い
る
点
が
良
い

居
間
の
展
示
す
ば
ら
し
い

居
間
の
前
で
懐
か
し
い

貝
塚
模
型
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ネ

昭
和
の
居
間
、
な
つ
か
し
い

適
当
な
説
明
は
あ
り
が
た
い（
多
い
の
は
不
要
）

居
間
が
な
つ
か
し
い

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
14
年
度
（
続
き
）

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「
野
田
の
見
ど
こ
ろ
～
お
か
げ

さ
ま
で
10
年
　
む
ら
さ
き
の
里
　
野
田
ガ
イ
ド
の
会
～
」

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
劉
勝
彦
さ
ん
の
絵
は
が
き
コ
レ

ク
タ
ー
人
生
」

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す

当
館
催
し
を
あ
り
が
た
が
っ
て
い
ま
し
た

何
回
か
の
来
館

す
ば
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
ネ

す
ご
い
沢
山
集
め
た
。勉
強
に
な
り
ま
し
た

す
ご
い
展
示
で
す
ね

す
ば
ら
し
い
の
で
2回
目

す
ご
い
で
す
ね

企
画
展
毎
に
入
館

良
く
集
め
ま
し
た
ね

2F
の「
押
絵
扁
額
」は
、
す
ば
ら
し
い

良
く
こ
れ
だ
け
集
め
た
も
の
だ
。お
宝
だ

初
め
て
、
い
い
な
、
こ
れ
！

す
ば
ら
し
い
！

よ
く
こ
れ
だ
け
集
め
た
も
ん
だ
！

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
お
も
し
ろ
い
で
す

勉
強
に
な
り
ま
し
た

感
動
し
た

柏
1中
の
生
徒
、
質
問
も
多
く
大
盛
況

何
回
か
の
来
館

非
常
に
楽
し
か
っ
た

す
ば
ら
し
か
っ
た

い
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た

よ
く
整
理
し
て
展
示
が
い
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た

す
ば
ら
し
い
博
物
館

こ
ん
な
に
た
め
に
な
り
良
い
も
の
を
見
せ
て
貰
っ
て
無
料
と
は

い
い
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
、
良
か
っ
た

閉
館
前
20
分
、
良
か
っ
た

も
う
3回
見
に
来
て
い
る

よ
く
こ
ん
な
に
集
め
た
ね

わ
～
こ
う
い
う
の
い
い
な
あ

凄
い
凄
い
た
い
し
た
も
の
だ

再
来
館
、
震
災
の
絵
ハ
ガ
キ
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い

と
て
も
す
ば
ら
し
い

好 意 的 な コ メ ン ト （ 続 き ）
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特
別
展「

野
田
で
生
ま
れ
た
漫
画
た
ち
」

展
示
が
終
っ
て
し
ま
う
の
で
残
念

原
画
を
残
し
て
あ
っ
て
す
ば
ら
し
い

東
販
出
身
の
方
、
な
つ
か
し
く
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

萩
が
す
ば
ら
し
い

野
田
に
住
ん
で
1年

、こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
所
が
あ
る
と
は
！

奈
良
か
ら
、
絵
馬
展
に
も
来
た

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
社
長
は
？

博
物
館
の
外
壁
は
ベ
ン
ガ
ラ
で
す
か

企
画
展「

野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
14

」
カ
ベ
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね

居
間
大
好
評
、
BG

M
も
い
い
ネ

BG
M
懐
か
し
い

こ
ち
ら
の
博
物
館
も
素
晴
し
い

ダ
ッ
コ
チ
ャ
ン
を
よ
く
持
っ
て
い
ま
し
た
ね
。な

つ
か
し
い

数
字
が
書
い
て
あ
る
の
は
と
て
も
良
い

勉
強
に
な
っ
た

懐
か
し
い

リ
ピ
ー
タ
ー
数
拾
年
の
空
白
が
あ
り
、
懐
か
し
く
何
度
も

建
造
物
を
よ
く
保
存
で
き
て
い
て
羨
ま
し
い

昭
和
の
居
間
な
つ
か
し
い

に
こ
に
こ
し
な
が
ら
居
間
が
と
て
も
懐
か
し
い

野
田
散
策
マ
ッ
プ
は
重
宝
で
す

茶
の
間
の
中
に
つ
い
て
い
る
番
号
の
説
明
は
？

こ
の
流
れ
て
い
る
音
楽
は
ラ
ジ
オ
で
す
か

?
ミ
ミ
ー
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
ま
だ
あ
り
ま
す
か
？

ど
っ
ち
か
ら
回
る
の

?
無
料
で
す
か
？

古
い
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー（

和
文
）を

引
き
と
っ
て
く
れ
る

?
野
田
の
民
俗
に
つ
い
て
の
冊
子
を
見
た
い

他
に
も
古
い
建
物
あ
り
ま
す
か

な
つ
メ
ロ
は
ど
こ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の

?
貝
塚
の
多
い
理
由
は
？

江
戸
時
代
の
古
地
図
の
複
製
を
手
に
入
れ
た
い

運
河
の
図
録
欲
し
い

市
内
の
見
ど
こ
ろ
、
食
事
の
場
所
等
を
質
問
さ
れ
る

博
物
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ほ
し
い

弥
生
時
代
の
土
器
が
少
な
い
の
は
何
故
？

写
真
い
い
で
す
か
？

昭
和
の
居
間
前
で
質
問
あ
り

し
ょ
う
ゆ
番
付
に
横
綱
が
居
ま
せ
ん
ね

お
茶
を
飲
ん
で
い
い
で
す
か

?
寺
子
屋
参
加
で
き
ま
す
か
？

ど
こ
か
休
け
い
す
る
所
は
あ
り
ま
す
か
？

円
筒
は
に
わ
が
作
ら
れ
た
目
的
は

?

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
14

年
度
（
続
き
）

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「

野
田
の
見
ど
こ
ろ
～
お
か
げ

さ
ま
で

10
年
　
む
ら
さ
き
の
里
　
野
田
ガ
イ
ド
の
会
～
」

な
ぜ
九
升
樽
な
の
か
？

野
田
の
自
然
を
ど
う
守
っ
て
い
る
の
か
？

市
の
バ
ス
、
な
い
で
し
ょ
？

次
回
の
展
示
は
何
で
す
か

野
田
の
み
ど
こ
ろ
は
ど
こ
か

ダ
ダ
で
案
内
し
て
く
れ
る
の
か

渡
辺
東
一
名
誉
九
段
の
勲
章
の
置
き
方
が
上
下
逆
で
は
な

い
か

英
語
の
案
内
書
が
あ
り
ま
す
か
？

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「

劉
勝
彦
さ
ん
の
絵
は
が
き
コ
レ

ク
タ
ー
人
生
」

す
ご
い
で
す
ね

と
て
も
す
ば
ら
し
い

第
2弾

を
や
っ
て
ほ
し
い
、
す
ば
ら
し
い

す
ご
い
数
、
感
動
し
た

再
来
館
、
展
示
が
終
了
前
に
も
う
一
度
観
た
い

一
度
観
た
、
今
日
で
終
り
、
も
う
一
度
見
学
し
た
い
の
で

昼
休
み
に
来
館
し
て
よ
か
っ
た

好 意 的 な コ メ ン ト （ 続 き ） 疑 問 ・ 質 問 ↓ 解 決
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特
別
展「

野
田
で
生
ま
れ
た
漫
画
た
ち
」

駅
な
ど
に
催
し
物
の
パ
ン
フ
を
置
く
こ
と
は
難
し
い
か
？

下
川
凹
天
、
も
う
少
し
イ
ロ
ッ
ぽ
い
の
あ
る
ね

野
田
に
里
帰
り
の
若
い
ご
夫
婦
、
野
田
の
人
口
は
？
今
の

野
田
で
女
性
漫
画
家（

若
く
て
美
人
）
が
い
る
と
き
い
た

が
…
。
展
示
の
資
料
が
あ
れ
ば
ほ
し
い

幕
末
の
野
田
の
歴
史
を
知
り
た
い

川
間
在
住
の
方
、
中
心
部
は
落
ち
着
い
て
邸
宅
が
点
在
し

て
良
い
雰
囲
気
だ
が
活
気
が
な
い

中
央
小
の
門
、
参
道
の
よ
う
に
見
え
る
。
前
は
何
だ
っ
た

の
か

前
に
市
民
会
館
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
道
に
迷
っ
て

や
っ
と
着
い
た

野
田
大
好
き
、
駅
前
に
看
板
な
い
、
惜
し
い
。
市
内
に
見

る
べ
き
建
物
が
沢
山
あ
る
の
に
説
明
が
な
い
。
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
地
図
も
案
内
も
な
い

こ
こ
が
な
か
な
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

野
田
の
散
策
マ
ッ
プ
に
”
欅
の
ホ
ー
ル
”
も
入
れ
て
ほ
し

い サ
イ
ク
リ
ン
グ
装
備
の
ス
パ
イ
ク
の
方
、
靴
を
ぬ
い
で
入

館
。
簡
易
ス
リ
ッ
パ
を
持
参
し
て
な
い
人
に
ス
リ
ッ
パ
が

あ
れ
ば

企
画
展「

野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

20
14

」
み
こ
し
は
い
つ
頃
作
ら
れ
た
の
か

?
勾
玉
他
の
石
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
穴
は
ど
う
し
た
ら
開
け
ら

れ
る
の
か

市
内
で
現
在
発
掘
し
て
い
る
所
は

?
昭
和
の
暮
ら
し
に
何
の
意
味
が
あ
る
の

?
カ
ル
タ
は
手
塚
治
虫
作
じ
ゃ
な
い

?と
指
摘

勝
文
斎
の
押
絵
全
部
見
た
い

み
こ
し
は
か
つ
ぐ
棒
の
入
る
穴
の
あ
る
方
が
正
面
だ

正
油
の
レ
ッ
テ
ル
手
に
入
ら
な
い
か
？

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
と
キ
ノ
エ
ネ
正
油
の
関
係
は

?
ト
モ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

野
田
の
濃
口
し
ょ
う
ゆ
は
、
な
ぜ
関
西
の
薄
口
し
ょ
う
ゆ

よ
り
江
戸
庶
民
の
口
に
あ
っ
た
の
か
？

た
て
も
の
散
策
マ
ッ
プ
の
絵
、
描
い
た
の
は
野
田
の
方
？

お
と
と
い
来
た
ら
、
や
っ
て
な
か
っ
た

ガ
チ
ャ
ポ
ン
や
り
、
バ
ッ
チ
か
フ
ィ
ギ
ュ
ア
か
と
思
っ
た

が
っ
か
り

も
っ
と
古
い
写
真
が
あ
っ
た
方
が
良
い

食
事
の
場
所
が
無
い

博
物
館
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

市
内
、
市
外
答
え
る
必
要
が
あ
る
か

こ
ん
な
う
ま
い
も
ん
食
っ
て
な
か
っ
た
な
あ

野
田
に
住
ん
で
い
る
が
こ
こ
知
ら
な
か
っ
た

説
明
文
が
見
え
に
く
い

2F
の
番
付
表
の「

廣
」の

文
字
が
違
う

石
器
時
代
等
の
野
田
の
地
図
が
見
た
い

字
を
大
き
く
、
又
は
、
照
明
を
下
側
に
し
て
欲
し
い

展
示
物
の
大
ま
か
な
解
説
書
が
欲
し
か
っ
た

有
料
で
も
こ
の
地
区
の
古
地
図
を
い
た
だ
き
た
か
っ
た

絵
ハ
ガ
キ
コ
ー
ナ
ー
の
説
明
の
文
字
を
も
う
少
し
大
き
く

し
て
ほ
し
い

来
館
者
の
声
～
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
～
　
20
14

年
度
（
続
き
）

市
民
の
文
化
活
動
報
告
展「

野
田
の
見
ど
こ
ろ
～
お
か
げ

さ
ま
で

10
年
　
む
ら
さ
き
の
里
　
野
田
ガ
イ
ド
の
会
～
」

倉
づ
く
り
を
見
ら
れ
る
企
画
は
な
い
か

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
な
か
っ
た

駅
か
ら
わ
か
り
に
く
か
っ
た
で
す

野
田
に
い
て
も
知
ら
な
か
っ
た（

宣
伝
不
足
）

博
物
館
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「

劉
勝
彦
さ
ん
の
絵
は
が
き
コ
レ

ク
タ
ー
人
生
」

初
め
て
の
来
館
。
博
物
館
の
場
所
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

図
録
あ
り
ま
す
か
→
あ
り
ま
せ
ん
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【寄稿】

３００年前の直訴事件と旗本相馬家
～　旧山崎村百姓衆による幕府への直訴　～

野田古文書仲間
大澤一秋　今成麗子　加藤貞吉　中村英三郎　畠山幹子　安村日出子

佐藤和宏　更科陽香　清水昭好　館山誠　田中ひで美
中島京子　中島義矩　針ヶ谷貴徳　日暮由美子

はじめに
　野田古文書仲間では、平成 25 年度に野田市
郷土博物館所蔵の保木間村寺田家文書「目安下
書之写シ」（資料番号 7859）の解読に取り組ん
だ。同史料は、約 300 年前の山崎村（現在の野
田市山崎）で起きた代官による非道を幕府に訴
えた訴状の写しを約 200 年前に保木間村（現在
の野田市三ツ堀）の寺田蜜之助 (1) が更に写した
ものである。同史料に記された代官の非道は、
まさにテレビドラマ水戸黄門に登場する悪代官
の姿そのままであった。翻刻文と共にその内容
と旧山崎村百姓衆による合法的な訴訟活動、さ
らに旗本相馬家にとっての意味を紹介する。ま
た、古文書を楽しく紹介するために内容の一部
の 4コマ漫画化にも取組んだので示したい。

１．目安下書之写シ

　「目安下書之写シ」【写真１、２】(2) は、13 条
のひとつ書きで書かれた竪帳の訴状の写しであ
る。宛先は無く、正徳 2 年（1712）に写された
と推定され、更に嘉永 4年（1851）に写された
ものと推定される。（根拠は後述する。）訴状の作
成者は山崎村の百姓であることは推定される
が、宛先の記載は無く誰に提出した訴状なのか
本史料からは判明しない。
　内容は、当時山崎村を知行していた相馬小次
郎信胤の家臣である代官の非道を 13 条のひと
つ書きに書き連ねたものである。野田古文書仲
間で解読し作成した翻刻文を文末に示す。ま
た、「目安下書之写シ」に書かれた代官の非道を
要約して以下に示す。

①代官は、山崎村の収穫量が多い良い田畑を選
び百姓達に耕作させ、その分の年貢も百姓達全
員から収めさせている。さらに、萬屋を営業し
色々な品物を売買し、これらの商品の運送を百
姓達にやらせている。そのうえ、百姓達が代官
の営業する店以外で買い物をしていると知ると
手錠や縄を掛けた。【4コマ漫画 1】

②山崎村の百姓市右衛門が娘を他村の百姓庄左
衛門に嫁がせたところ、代官はその娘を略奪し
てしまった。これにより市右衛門一家は、代官
の権威を笠に着て横暴になり、田畑の植つけを
他の百姓の役目に押付けた。異議を申し立てる
者は、代官によって座敷牢に入れられまたは、
罰金をとられた。

③代官は、殿様（相馬小次郎信胤）への御用金と
偽り 30 両を百姓達に割り掛けて取り立てた。
代官は、この御用金 30 両を村方に貸付 10 両
に付き米 8俵の利息を毎年百姓達から取ってい
る。

④代官の妻の叔父の八郎兵衛は、４年前から課
役を免除され、その分を他の百姓達が担う破目

写真１ 写真 2

　　　　　　のぶたね
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になっている。

⑤海福寺の境内は大昔から「守護不入」の地で前
の領主も決してしなかったのに代官は大木 37
本を伐採した。

⑥代官は、佐次右衛門の猫が自分の鶏を食べた
と言い猫の腹を裂いた。ところが鶏の肉はな
く、子猫が 3匹でてきた。結果、親猫と子猫合
わせて 4匹を殺してしまった。【4コマ漫画 2】

⑦代官の商売の手代である弥次郎兵衛は、無尽
と称して百姓達に無理やり 30 両を割り掛け集
めた。代官の御用金の件（③）も理不尽だが、さ
らに手代まで同じように理不尽なことをしてい
る。

⑧市右衛門は高 30 石ほどの百姓だが、代官の
お気に入りなので諸役を免れ 100 石あたり 2
両の役金も出さず、その分が百姓達に課せられ
ている。

⑨代官は、兵右衛門の娘を無給で使っていた。
年季が明けたので兵右衛門が他の所に奉公に出
した。そうしたところ代官は、兵右衛門には縄
を掛け、娘には尼になれと強要した。名主や組

頭から詫び、娘は許されたが兵右衛門は剃髪さ
れた。

⑩御用所である陣屋 76 坪と家 2軒以外の代官
の住宅 3軒に対して、百姓へ「竹木人足」を負担
させる。

⑪弓田村と新宿村に住む代官「一家衆」のための
人馬や住宅や船賃なども全て百姓達が負担して
いる。地頭所の御用ならば異議はないが代官の
私用なので困っている。

⑫代官の非道のために百姓達は続けていけない
訳を柘植清太夫様へお伝えした。そうしたとこ
ろ取調べて聞き分けられ百姓の願い通り今後代
官が村に迷惑をかけないように言いつけられ、
代官は陣屋から屋敷に引き上げていた。ところ
が地頭（領主）の役替えで、柘植清太夫様からの
言いつけも放置され、また代官が指図するよう
になった。この前の恨みで百姓への当りも更に
強くなった。そのために名主弥惣兵衛親子が追
及のために留置されている。

⑬山崎村の三右衛門の次男源三郎は並ぶものが
無いほどの悪人で親子仲は勿論、百姓達も見
限っている。ところが、何故か代官妻の一家と

4 コマ漫画１

4コマ漫画 2
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仲良くなり代官の威光をかざして親三右衛門の
財産を半分以上取り上げてしまった。そのため
親三右衛門は村に居づらくなり立ち退きしてし
まった。すると代官は長男三郎兵衛を呼び出し
親三右衛門が乱心したとする証文を作るように
と命令した。しかし、三郎兵衛が捺印をしな
かったところ囚人にして手かせし丸籠に乗せ天
下の条目に背いた大悪人のように高札を持たせ
て村中を引き回した。この件は柘植清太夫様の
吟味で無罪釈放となり全て元通りとすることが
言い渡された。そこで名主五兵衛と組頭庄左衛
門が捺印した証文を提出した。その時に小屋一
軒を作ったが外の家は代官の指図と考えられる
が作って渡さず定めを破った。三右衛門が追及
に合うのではないかと困っている。先達て柘植
清太夫様へ申上げて吟味されたが今回役替えに
なり地頭所では埒が明かず今までどおりで代
官・妻親市右衛門一家・お気に入り者ばかりま
すます栄えて、残りの百姓達は村に住み難く妻
子や大勢の者は路頭に立ち命乞いをする事態に
なってしまう。地頭（領主）に訴えても埒が明か
ないので、他にどうしようもなく御公儀（幕府）
に訴え出た。【4コマ漫画 3】

２．他史料に記された本史料による訴えの結末

２－１．寛政重修諸家譜
　「目安下書之写シ」による訴えについては、江戸
幕府が編纂した諸大名と旗本以上の諸士の系譜集
である「寛政重修諸家譜」にも記されている。「寛政
重修諸家譜」の相馬家系図の相馬信胤の条によれ
ば、宝永7年（1710）にされた知行地の百姓衆に
よる訴えにより代官は死罪となり主君の相馬信胤
は鉄砲玉薬奉行から小普請への役替えとなった。
更に、采地400石を削られたうえ残り800石を
蔵米取りに改められたことが分かる (3)。

２－２．徳川実紀
　徳川幕府の公式記録である「文昭院殿御実紀巻
5」にも記されており、それほどの大事件であった
ことが窺い知れる。「文昭院殿御実紀巻5」宝永7
年（1710）2月の条には、鉄砲玉薬奉行の相馬小次
郎信胤が知行地の百姓衆に訴えられ、その知行地
を召し上げられ、その上、三分の一を減じ蔵米取
り800俵となったと記録されている (4)。

２－３．谷上一美家文書
　坂東市弓田の谷上一美家に伝わる「安永5年　
相馬小次郎家地方知行にされたき願書」によれば、
宝永7年（1710）の相馬小次郎知行所である葛飾
郡庄内領山崎村での百姓衆との出入が評定所詮議
と成り代官は入牢後、同年に牢死したと記されて
いる (5)。

３．旗本相馬家による山崎村の支配の経緯と訴
状の作成年代

　相馬秀胤が徳川家康から下総国相馬郡の内に
5000石を賜り、二代後の相馬盛胤の死によりお
家断絶となっていた (6)。
　「安永5年　相馬小次郎家地方知行にされたき願
書」によれば将軍社参の時に系図を差し出し高家の
家系であることが認められ知行1000石の旗本に
取りたてられたとある(7)。また、「寛政重修諸家譜」
の相馬政胤の条によれば、相馬郡の内に1000石
の地を給い徳川秀忠に仕えるとある (8)。この時の
支配地の一つが弓田村（現在の坂東市弓田）である。

4 コマ漫画 3
※悪行であるが「活躍」として作者は強調表現している。

　　　　　　　　ひでたね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もりたね

　　　　　　　　　　　　　　　まさたね
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　「元禄 11 年 4月　弓田村寺方差出之事」の裏
書によれば弓田村が関宿藩領になった元禄 11
年（1698）は、旗本相馬家の知行から 74 年目
にあたることが書かれている (9)ことからも将
軍社参とは元和 8年（1622）の徳川秀忠による
ものと推定される。高家であることを根拠に
1000石もの知行を与えられたことも興味深い。
　「目安下書之写シ」の冒頭部分には、訴状が書
かれた 11 年前の卯年から山崎村は相馬家の知
行地になったことが記されている。干支から判
断すれば元禄 12 年（1699）から相馬家家臣の
代官による支配が行われていたと推定される。
徳川幕府は、元禄 11 年（1698）に旗本衆の知
行替えを一斉に行っている（元禄地方直）ことか
らすれば、この時に弓田村から山崎村への知行
替えが行われたと推定される。
　「文昭院殿御実紀巻 5」の記録とこれらのこと
から訴状原本の書かれた年代は宝永 7 年
（1710）であり、それを何者かが正徳 2 年
（1712）に写し、嘉永 4年（1851）に保木間村の
寺田蜜之助が更に写したものが「目安下書之写
シ」であると推定される。

４．旗本相馬家の系譜

　旗本相馬家は平氏良将流と称し平将門の子孫
としている。
　相馬家は、鎌倉幕府成立後に千葉常胤から相
馬御厨（現在の茨城県取手市、守谷市、千葉県
柏市、流山市、我孫子市あたりにあった荘園）
を譲り受け師常が相馬を名乗り相馬家初代と
なった。更に、鎌倉幕府滅亡後、下総相馬家と
陸奥相馬家の二流になった。下総相馬家は豊臣
の小田原攻めで改易となり没落した。その後、
３項で述べた経緯で江戸初期に知行 5000 石の
旗本相馬家（初代相馬秀胤）として復活した (10)。
【系図１】

５．代官の系譜と山崎村支配

　旗本相馬家の知行であった弓田村では、中世
からの相馬家家臣の者が代官を務めていた (11)。
また、「安永 5年　相馬小次郎家地方知行にされ
たき願書」によれば、将軍社参の時に系図を差
し出し、相馬家の地方知行を願い出た者は、同
願書を書いた百姓金右衛門の先祖であると同時
に同代官の先祖であることが記されている (12)。
　平成 26 年 8月 4日に実施した野田古文書仲
間による坂東市弓田でのフィールドワークに
よっても、同願書を書いた百姓金右衛門は谷上

【系図１】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　よしまさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさかど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つねたね
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和泉守の子孫であると伝わっていることも谷上
家の墓石から確認できた。つまり、同代官の先
祖である谷上和泉守の功績により一旦は断絶し
た相馬家の旗本復帰が成されたと推定できるで
あろう。
　さらに、相馬盛胤と政胤の母は家臣谷上和泉
守永久の娘であり、相馬家と谷上家は縁戚関係
にもあったようである (13)。
　フィールドワークでの古老聞取りによれば、
同代官の先祖は平将門家臣の子孫であり、また
将門七騎武者の一人であるという伝説も知るこ
とになった。「目安下書之写シ」によれば、山崎
村が相馬小次郎信胤の知行となり現地支配に当

たった者はやはり同代官であったことが分か
る。
　つまり、山崎村で現地支配に当たった代官
は、伝説ではあるが旗本相馬家に平将門の時代
から仕える系譜を持つと共に旗本相馬家の復活
の功労者の子孫であるばかりか、旗本相馬家と
の縁戚関係にもあったのである。【系図 2】

６．相馬小次郎信胤と柘植清太夫の関係と幕
府直訴の経緯

　「目安下書之写シ」によれば、山崎村の百姓衆
は幕府へ突然直訴したのではなく、その途中過

【系図２】
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程では柘植清太夫への訴えがあったことが分か
る。
　「寛政重修諸家譜」の柘植家系図によれば、柘
植清太夫とは柘植清太夫盈貞であると思われる
(14)。柘植清太夫盈貞は元禄 13年（1700）から将
軍外出時の警護などを務めた新番の番士、宝永
5年（1708年）9月からは新番の組頭の職にあっ
た。また、「寛政重修諸家譜」によれば、相馬小
次郎信胤も元禄 9 年（1696）から宝永 6 年
（1709）8 月まで新番の番士の職にあった (15)。
つまり二人は同僚または一時期上司部下の関係
にあったものと推定される。
　これらから推察すると代官の非道に困った山
崎村百姓は領主相馬小次郎信胤の上司にあたる
柘植清太夫盈貞に越訴し、その内容を聞き分け
られ部下である相馬小次郎信胤へ改善の指示も
されたのである。しかし、宝永 6 年（1709）8
月の相馬小次郎信胤の鉄砲玉薬奉行への役替え
によりうやむやになったものと思われる。そこ
で、幕府への直訴に至ったことが分かる。
　当時、代官の非道があった場合、越訴は違法
では無かった (16)。「目安下書之写シ」では、代官
の非道を領主に訴えても埒が明かないとしてお
り、手順を踏んだ上で最終手段として幕府への
直訴に至ったものであることが分かる。「徳川実
紀」には愁訴と記されていることからも山崎村
の百姓衆の状況が窺い知れる。
　野田古文書仲間での解読途中では、単なる悪
代官事件として認識していた。しかし、関連史
料を交えた解釈を行ったところ領主として家臣
である代官の監督を怠っている相馬小次郎信胤
の姿勢にも問題があることが分かって来た。そ
の背景には、5項で述べた旗本相馬家と代官先
祖の縁戚関係、並びに代官先祖が果たした旗本
相馬家の再興への貢献があったのであろう。

７．旗本相馬家のその後
　
　「目安下書之写シ」に記された訴えにより、代
官は評定所で詮議を受け、更に旗本相馬家は家
臣の不始末により知行地を召し上げられ三分の
一を減じて蔵米取り 800 俵の小普請に役替え
もされてしまった (17)。

　その後、「安永 5年　相馬小次郎家地方知行に
されたき願書」によれば、代官の甥である弓田
村の百姓金右衛門がまたもや安永 5年（1776）
の将軍社参を機会と捉え旗本相馬家を知行取り
に復活させようと願い出ていることが分かる
(18)。しかし、その後旗本相馬家が知行取りに復
活することは無く明治維新を迎えることになっ
たようである。

おわりに
　今回、野田古文書仲間では訴状なら何か面白
いことが書いてありそうだという動機で「目安
下書之写シ」を解読学習教材として選んだ。読
み進む毎にテレビドラマ水戸黄門に登場する悪
代官話の様な内容に毎回大いに盛り上がりなが
ら約１年間の解読学習を楽しく進めることが出
来た。更に、相馬小次郎信胤の墓所がある守谷
市海禅寺を訪問し信胤の墓石【写真 3】をお参り
し将門七騎武者の墓石【写真 4】にもお参りし
た。　
　

　その足で現地古老聞取りをしてみたところ偶
然にも代官までもが平将門の家臣の子孫である
という伝説にも触れ驚嘆したことが思い出され
る。

写真 3

写真 4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつさだ
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　単に古文書を解読するだけではなく、関係地
の現地視察や関連史料の調査により古文書解読
学習が更に楽しいものになると言う実感を野田
古文書仲間全員が共有出来た１年間であった。
　尚、本史料紹介は野田古文書仲間という万年
初心者グループが古文書解読学習の面白さを表
現するためにまとめたものである。従って、多
少の間違いや誤解もあるかも知れない。ご容赦
頂きたい。

　

【謝辞】
　今回、野田古文書仲間で解読成果をまとめるにあたり、少
しでも楽しいものに出来ないものかと思案し、内容の一部を
4コマ漫画で表現することにした。そこで市内在住のイラスト
レーター岡野香里氏に4コマ漫画化をお願いし、快諾頂き実
現することが出来た。更に、米沢市上杉博物館の佐藤正三郎学
芸員（野田古文書仲間名誉顧問）にはお忙しい中、本論考を草
稿段階でチェック頂き専門家視点でのアドバイスを多数頂い
た。佐藤氏にはアドバイスを頂きながら我々の未熟さから十分
に反映を出来なかったことをお詫びすると共に、両氏には紙
上を借りてお礼申上げたい。
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寺
田
密
之
助

注
：

子
孫
に
配
慮
し
姓
は
伏
字
と
し
た
。

追
記
：

野
田
古
文
書
仲
間
の
平
成
二
十
五
年
度
の
解
読
学
習
活
動

と
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て
野
田
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
「
目
安
下
書
之
写
シ
」

（
資
料
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号
７
８
５
９
）
の
解
読
を
今
成
麗
子
・
大
澤
一
秋
・

加
藤
貞
吉
・
佐
藤
和
宏
・
更
科
陽
香
・
清
水
昭
好
・
館
山

誠
・
田
中
ひ
で
美
・
中
島
京
子
・
中
島
義
矩
・
中
村
英
三

郎
・
畠
山
幹
子
・
針
ケ
谷
貴
徳
・
日
暮
由
美
子
・
安
村
日

出
子
で
行
っ
た
。
更
に
平
成
二
十
六
年
度
上
期
の
活
動
と

し
て
解
読
筆
写
の
清
書
を
同
メ
ン
バ
ー
で
行
い
、
パ
ソ
コ

ン
で
の
翻
刻
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科
陽
香
が
行
い
、
チ
ェ
ッ
ク
を
今
成
麗

子
、
修
正
を
大
澤
一
秋
が
行
っ
た
。

ま
た
、
要
約
を
今
成
麗
子
・
大
澤
一
秋
・
加
藤
貞
吉
・
中

村
英
三
郎
・
畠
山
幹
子
・
安
村
日
出
子
が
行
っ
た
。 
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其
代
リ
早
々
嫁
取
リ

申
候
、
依
レ

之
市
右
衛
門

　
　
一
家
不
レ

残
勘
兵
衛
殿
御
権
威
を
以
奢
リ

　
　
強
ク
罷
成
、
惣
百
姓
を
掠
メ
、
此
者
依
レ

之

　
　
田
畑
仕
附
ハ
惣
百
姓
役
目
ニ

掛
ケ
若
及
二

　
　
異
儀
ニ

一

候
者
勘
兵
衛
殿
ゟ
座
敷
籠
御

　
　
入
、
又
ハ
過
料
金
被
レ

取
申
候
而

惣
百
姓

　
　
難
儀
仕
候
御
事

一
　
先
年
殿
様
御
用
金
と
御
座
候
而

金

　
　
子
三
拾
両
惣
百
姓
江

割
掛
ヶ
御
取
立

　
　
被
レ

成
候
所
、
御
用
金
ハ
偽
リ
、
勘
兵
衛
殿
一

　
　
分
之
私
欲
ニ

被
レ

成
候
段
紛
無
二

御
座
一

候
、
則

　
　
右
之
金
子
村
方
江

貸
置
、
金
子
拾

　
　
両
ニ

付
米
八
俵
宛
之
利
足
年
々
御
取

　
　
立
被
レ

成
候
、
右
御
用
金
と
申
証
文
所

　
　
持
仕
候
御
事

一
　
右
妻
之
親
市
右
衛
門
弟
八
郎
兵
衛
儀
、
四
年

　
　
已
然
諸
役
御
免
ニ
而

其
分
惣
百
姓
足
役

　
　
ニ

被
ニ

　
仰
付
一

迷
惑
仕
候
御
事

一
　
海
福
寺
境
内
之
儀
ハ
往
古
ゟ
之
御
除

　
　
地
ニ
而

守
護
不
入
之
地
面
ニ

紛
無
二

御
座
一

候
、

　
　
先
規
之
御
地
頭
様
方
ニ
而

も
曽
而

御

　
　
手
入
無
二

御
座
一

候
処
、
勘
兵
衛
殿
右
之
地
内

　
　
ニ
而

大
木
三
拾
七
本
理
不
尽
ニ
者

被
二

伐
採
一

　
　
申
候
、
此
儀
惣
百
姓
構
申
事
ニ
者

無
二

御
座
一

候

　
　
得
共
、
ヶ
様
之
儀
を
以
我
侭
非
道
之
次
第

　
　
被
レ

為
二

思
召
分
一

被
レ

下
候
御
事

一
　
勘
兵
衛
殿
鶏
見
江

不
レ

申
候
ニ

付
村
中

　
　
御
穿
鑿
被
レ

成
、
御
陳
屋
近
所
近
罷
在

　
　
佐
次
右
衛
門
と
申
者
之
猫
喰
候
と
其
猫
之

　
　
腹
掻
破
リ
被
レ

成
候
ヘ
ハ
腹
中
ニ

鶏
の
肉
無
レ

　
　
之
猫
子
三
疋
出
申
候
、
以
上
四
疋
猫
殺
申
候
、

　
　
此
之
非
道
以
之
外
成
我
侭
御
了

　
　
等
簡
奉
レ

願
候
御
事

一
　
勘
兵
衛
殿
商
売
手
代
弥
次
郎
兵
衛
と

　
　
申
者
無
尽
と
名
附
、
惣
百
姓
江

役
附
ニ
而

　
　
金
子
三
拾
両
無
躰
ニ

割
懸
被
レ

取
申
候
、
右

　
　
勘
兵
衛
殿
ゟ
御
用
金
と
偽
リ
取
立
被
レ

申
候

　
　
金
子
さ
へ
押
領
之
儀
と
奉
レ

存
候
所
、
手

　
　
代
分
迄
如
レ

斯
之
仕
形
利
不
尽
之
儀

　
　
我
侭
ニ

奉
レ

存
候
御
事

一
　
市
右
衛
門
と
申
者
髙
三
拾
石
余
之
百
姓

　
　
に
御
座
候
所
、
勘
兵
衛
殿
無
二
之
御
気
ニ

　
　
入
候
ニ

付
、
諸
役
相
勤
不
レ

申
、
出
銭
不
レ

出
、
則

　
　
百
石
弐
両
之
御
役
金
共
ニ

出
シ
不
レ

申
候
、
其

　
　
分
惣
百
姓
之
弁
と
罷
成
迷
惑
仕
候
御
事

一
　
兵
右
衛
門
と
申
者
之
娘
を
勘
兵
衛
殿
被
二

　
　
召
抱
一

切
米
も
不
レ

給
、
年
季
明
候
ニ

付
他

　
　
所
江

奉
公
ニ

出
し
申
候
得
共
、
御
引
返
シ
親

　
　
兵
右
衛
門
ニ

ハ
縄
を
御
掛
ケ

比
丘
尼
ニ

可
レ

成
と
被
二

仰

　
　
付
一

候
ニ

付
、
親
迷
惑
仕
名
主
組
頭
江

相
願

　
　
詫
仕
候
ニ

付
、
女
之
儀
者

御
免
ニ
而

親
兵
右
衛
門

（
得
カ
）

（
簡
等
カ
）
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